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一般潰圃

本態性高血庄症における運動負荷試験に対する

血祭ANP，NEの反応と循環動態

清水発悦・ 111ロ竹男・ 北角樽遭・ 河野温性・

.崎規夫・ 野呂思惑・ 木川閏隆一・

心E曹性ナトリウム利尿ぺプチド (ANP)は，強力な

水・ナトリウム利原作用および血管鉱視作用を有して

いるゆ.，ため。本感性高血圧症 (E叩との係わりが予

測され注冒されている 一方，従来より EH巳お砂る

昇亙機序として交唇神経系の関与も考えられてい

る伺そζ で今自.EHの循現動...特に血圧，心肥大.

<.唱亀艇を中心に 血般 ANPおよび交感得笹沼笠の錨

棚として血!1ft:norepir陪phrine(N却を，安静...運動

負荷時負荷後に測定し，両者の EHにおげる循環動

値上の役割を検射した

s 対..とヌTE量
対... ま来治鎮の陸中軍事霊E沼含9例【隼齢"..士 7

so金例男性}で。心傭常対照時例 (C群:43:t 8 

般金例男性)と比駁した まず心エコー断層鶴岡

HP770閣 AをF習い。 M< ドエコ 闘よりDever

.~らの方法で友重心筋...係数 (LVMI)を計調し
たついでergomelerbed上に 30分間同安静後に血

圧，心絵政， rmMANP， IDl~医 NE を測定，ひきつづき
0.5 Watl/kg負荷 8分1.0Watt/kg負術8分を行

い，商負荷の11後に，さらに負荷5分後.15分後にも

測定したその 2時間後に。悶織の prot民 dを周い該

医学m山 19ate法で。安静問。 1.0Watt!kg時開注室

.. 出率 (EF)を求めた 血!IltANPは RIAによりへ

血鰻 NEは高速務体chromatographyを用い測定し

た統併学的検肘は， ANP， NEは Wi!cOl<OIl検定を，

その他11unpaired t t白之を用いた

s成繊

11心エコー所見 E川鮮はCIIに比し明らかに"

RFを増しており， LVMIは増加していた (1団主33g/

"星大例区，.内齢
{干2憾..慣原市北且l-ls.l)

m' vs 1∞:1:16， p<O∞11 
2/血続ANPと血媛 NE(図 il:EHI揮では.'1<静

時ょっ C'手応比し ANPは経度高いが。1.0Wattlkg

時巳その遭いが11も大き〈なり1 負荷後も程度高かっ

た 方 NEは。 EH'撃の方が平均値では高いが有意な

遭いではなしわずかに運動開拍直後の 0.5Watt/kg 

時紅建がみられた

31血反と血J;tANP'NEの関係{図2/ 安静時収

縮質問血圧 (Ps)， 1.0Wattl同時h とANPの関係を

みると。金体で陪弱い疋相関を示したが， EHM後で

は有窓でなかった他方 NEとの関隙で隊全体で安

静時，I.OWatt/kg S;容とも正相関を示し，なおかつ EH

"単鎮でら有憲な芝絡闘を認めた

.)心阜大と血圧，心肥大と血鎌ANp.NEの関係

p，と LVMIの関係はI 全体で陪安鈴時r=1.0Watt/

k，時r=O.51と高い経団闘をみるものの.EH群単独で

は有意な関係がなかった。 ANPとLVMIの関係では

{図 31全体で安静時1.0Wattl岡崎.5分後 15分

後とも疋縄問をみ.EH群単敏でもすべて有意な関係

が存在した E討鮮のこれらの関係のうち 特に1.0

Wattlkg時. 5分後で高い相闘をみた NEとLVMI

の関係でf1.EH 群単訟では有志な関係がなかった

5/心相自飽と血甥 ANP'NEの関係(図的 心畿舵

をEFでみると， EH I手lま安併時C群より完進してい

た'<.負荷時にはき豊がな〈なり."EFでみると C群よ

り低〈心予備カの低下がうかがわれた 安静時EFと

安静暗号ANPとの聞には有窓な関係がなかったが1.0

Wattlkg時には EH鮮において弱いながらも正相ゅー

を寵めた EFとNE隠は 有窓な関峨がなかった

S場後

EHでの安併時血概ANPに関してはl 羽田加してい

るという報告刷心傭曾者と警がないという稼働酬の
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一般演思

虚血性心疾患における運動負荷時の QTの変化

大根雅也・

三輸篤子・

川久保清・

井上悔・

戸図為久・

杉本恒明・

虚血性心疾患の還動負荷心電図による ST・T変化

や R渡の変化について".これまで敏多〈の報告があ

るが。 QT時間(以下QT1の変化についての綴告は窓

外陪少ない ぞとで銭々 は際問性心筋梗蜜例(Jo(""F

OM1例)につ..梗車耐位Mよぴ非梗..志位にお砂る

運動負荷に対する QTの変化について倹討した また

比殴対象主して，き安心症例{以下AP例).健常例につ

いても岡栂の検射を行った

s対10>;よぴ方建

対象は①安静時心電図E需で。温床的にも異常を毘

め会かったものの.不定恐訴のため treadmi!l運動負

荷院験を絡行し，除色であった健常例20例{男 13悦

女7例 19-均成平勾“ 8.)，②AP例 11例(身

150抗女2例， 48-12・L平均51.6.)。③OM1例

29例〈男"飢女2例， 38-16飢平均55.4成前

壁 QMllS例 下霊OMI14例)でおる.金側む室内伝

事陣容.11解賀異常はなし銃不髭脈驚，ジギタリス

等"役与されていないものとした

金例treadmill多段帰還勘負荷鼠取を施行。解釈俗

フクダ霞子製 MLーωωを用いた QT隠 25舗の

QRST加算波形にて測定した。 2・動負荷前，運動負滑

降{HRl初/分前後)にお防る QTをv"aV.o揮に

て測定， Bazettの式(QTc==QTIJ買おにより QT<を
"凶した健常例と AP例では金例 HRI301分に到遣

したが.AP例では HR1301分前後にて.1~以上の

水平ないし下行型 ST下降を..めたものに限った

OM1例では HR1初/分に到達しえなかった例も-"

Uめられ，その細合には負担官経7竃闘のQT値を用い

-東京大学医学邸凋 2内続

川"醐問 問 1-3-1)

た QT測定にあたり.T漢の終わりが批っきりしなか

ったり。事線の禍れが被しし測定値に問題があった

症例は除外した

S結果

健常例20例において.V.甥噂でQT，は負荷前

0.407土0.023秒から。負荷時 0.420企0.021秒へ有窓

に延長した (p<O.Ol) また aV.1!9.にても QT，は

負荷前 0.407土0.020砂より 負荷碍0.432.:1:0.023砂

と，問機に有志な延突をみた (p<O.Oll個々の症例に

おいても，負荷時QT，の延長した例はv.IIU・でw
20例(10%)に，aV， l!I導では 19/20例(95%)に留め

られた。 AP例口例において.QTcはV.鶴噂で負荷

前oωHOω3砂.負羽町時は 0.412:1::0.0i8秒と省"

"を認めなかった .V，惨事でも負荷削 0.412主0.032

秒負荷持0.413土0.026秒と有志重量を毘めなかった

ただし個々の症例において，負荷時QT，極集例はV，

....で 13/17例(1喝%)， aV，続奪でも 9/11例(53%) 

と相1.5itivityとしては此淑的高いととになり，既述の

健司信例でも QT，例が多かったことでspecilicityが"

〈なるこ kと合わせ.Eilo箆らの成験"と比般的戸数

した前壁OM1例 15例において{図1l， Q波の存在す

るV，"場でほ。 QT，は負荷附 0.416:1::0.0日秒，負荷

時 0.413%0.027砂と有怠穫を偲めず.Q滋のない

aV，IIiIJにても。負荷附 0.422士0.028砂，負荷時

0.434土0.029紗と QT，は延長傾向にあったものの有

窓差は偲められなかった ただしQ畿のある V，o.
では，負荷前QT，の著明に延長しているものは，負荷

時著明に短縮し食御前QT，の箸切に姐a脅している

もの陥負荷時著明に延長する傾向にあった下壁OM1

例 14例で"'図2)，Q援の存在する .V，惨事でも1 負

荷前の QT，のパラツキは小さ<.QTcは0.424:1::
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0.030秒から 0.433土0.030秒と延実傾向にあるもの

の有窓霊を留めず。また個々の包慣はおいても， QTc 

の著明な短慮延長等ほ"められなかった Q援の存

在しない V，鶴湾でも， QTcは負荷前0.431会a.029

砂 負荷待。 “I:tO.024抄と有窓重量を"めなかった

次に QMI例において左重過膨を緒行した 21例に

ついてω運動負荷時の QT，の変化の方向と eieclion

frac・t。、(EF)を比鮫した〈表 11運動負荷縛kの QT，の

変化の方向と EFには M訓1.戸の鰻告に"められたよ

うな関連はなかった

s まとめ

11)健常例20例，AP例i1例， OMI例 29例につき

辺駆動負荷術省よぴ負荷時の QT，の変化を検附した

{引健常例で"運動負荷時巴 QT，は有窓に延長し

た AP例でも延長傾向にあったがi 有窓差はなかっ

た。 01¥011例で，有憲穫はをかった

J3)前壁O旧例では， Q渡のある甥揮でQT，のパ

ラツみは大き<.負荷摘の QT，の善明に延長してい

るものは 負荷時に善明に短繍し 負符附ほ著明に短

縮しているもの除、負荷時に著明に延畏した 下鍵

QMI例ではそのような傾向はなかラた

{針。刷l例に.いで!負荷碍QT，の変化の方向と

EFに信網速がなかった

s 文献

1) Egloff. C.， et a1.: Sensitivity， s関dficityand 

P'剖 ictiveaccu:racy of Q wave， QX/QT ratio， 

QT intervaJ and ST depr鴎 Sωnduring exercise 

testmg in men w抽 ωronaryartery d叩

Am. J. Cardiol.，伺 1∞6.19渇7

21M叫ler，S.j.:C。門氏<<dQT“inlervaldurinll: 00 

year folIow-up after a acute myocardial infaπ 

tio札 Euro.Heart J吋 1:229. 1986 
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トレッドミル運動負荷による心筋虚血領域の推定

T四"巾aralmapを周いて

鉛井鉾之・

花島寛治・

川島祐彦・

八巻遇安・ 油国こずえ・ 今回爾・ 中村和治・

本間健太郎・ 桐山直美・ 細谷幸雄・ 4沢竹俊・

久保図功・ 般向一郎・ 立木幡・ 安芥昭二・

心.. 図ST変化"心筋虚血の繍網"として多用されて

いるが，その低下侮位から心筋虚血領臓を鑑定するこ

とは函婦である."九 万T穫も心"虚血符多彩な変化

を呈するが，現在まで十分には検討されていない 今

回裁々は狭心盆息者におげる還動負荷時のT波の変

化について体表面心電図上，各'"・点の時間額分舗を

等寓舗で錨んだ抱oilltegralmapを周いて検討を加え

た

s 対.'ヨよぴ方法

対象俗心筋....の既往がなし憲臥脈遺影上主裏

冠動保伎に初%島上の後吻を有し，運動負荷心電留に

てST低下を毘める労作狭心症患者34名{男'"島.

女 "島.年"“-7<歳，平均伺 6'"である不
安定狭心症例，典型稼心盛"は除いた また，脚プロ

ックなどのむ室内伝場異常。弁E医療想 心筋疾患など

心室負荷を有する定例防除外した

Sheffi氾M法にで，症候限界性トレッドミル負荷賦験

を纏行し，負荷前安静時と負荷終了後1.5分に中日電

子製 HPM-5100援置を周いて 87ft，.点より修理毎回

亀位図を記録した。岡田記録したフランク X，Y. ZR 

aの心‘図様形より QRS終了点(J点}と T波終了点

を肉娘的に決定し.)点より T波終了点までの前3/8
をST傭，後 5/8t-T鶴と定めた T-POsを蓮織とし。

上をlE.下を負kして各 87鶴湾点省庫区 ST郎の問問領

分値(area-ST)，T部の時間積分値(3rta-T)を*め

た J点より T渡終了点までの時間で積分備を隠して

時間繍Eし， 同ー積分値を有する，，~点を等高線で結

ぴ.STおよびT-isοintegralma~ を作成した負術

山形大手I!~U!.1 内側

{ 守醐"岬帽図扇2-2-2)

前後の4堅調。m惚:gralmapの差を求めて.dSTmap. d 

T mapを作成した さらに運動負荷 '01タリウム心

筋シンチグラムを緒行した 荷分布観織を肉夜間にみ

てa血領械を判定し。 STおよびT-i回"'昭nlmap

所見と比厳検討した

鮮附同有'"量検定にはが検定を飼いた.

s鎗果

安静時の T-j鈴 int句Talmapでほ左前銅線に正の極

大を有し右肩から背上穏に負領域を飽めた 34例中

"例で怯運動負荷後，左前例偲の媛大値が減少し，負

荷附の負鋼犠においてもその絶対舗の減少を認めた

これらの症例の dTmapでは，左前胸..を中心に

area-Tの減少.右贋からWよ銅を中心に area-Tの増

加を"めた これら左前胸衝でa陀 .-Tの減少を惚め

る'61司t-，area-T減少領制医の中心が"IV助聞を境

としてよりよ方にある併を減少/上方型とし，下方{中

央}にあるE撃を減少/中央盤とした。それに対して残り

8例では，負荷後にさま附胸'"で area-Tが網目加しdT

m"では左前例備でarea-Tの増加を霞め，他の"位

では uαTの大きな減少を認めず.分'"よ相加型と

した

.1T mapと遁勘負荷心筋シンチグラム所見との凋

遣を検討した。dTm旬上，左前胸..でarea-Tの増

加を隠める増加盟 8例中s例"心筋シンチグラム上。

耐震中隔虚血を示したが...下霊a血を示した症例は

偲めなかった また心筋シンチグラムで後下盤a血を

示した 16例中 15例はL!Tmap上1 減少/上型であっ

た LlT mapで減少/中央型を示した?例孟心筋シン

チグラム上の虚血鰯位巳ー定の傾向は"め信かった

前盤中隔虚血と T-i$OIntegral map増加Z置の関連が、

また後下鍵虚血と Tー酎加tegraJmap減少/上到の関
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速がうかがわれた左:1Ii1胸節で area-Tの減少を"め

る減少/上~.滅少/中央型，野"例!について ST 減少

領織との関遣を調べた .:1ST mapにお付る ST減少

額..よりLlTmapにおける area-T減少傾峨がよ方は

あるものを上方...下方にあるものを下方型とすると。

上方盤"例中日例に心筋シンチグラムよ，後下.... 

血を包めた下方型9例については定の傾向.認め

なかっ t~. Area-ST減少領犠より area-T減少領織が

よ方に変位している盆例と後下霊虚血との関連がうか

がねれた

， .. 羽根

運動負荷略。心電図上 ST低下は心筋虚血の循栂と

して多用されている ST低下街位よりむ筋a血領織

を雄定しようとする猷みが数多〈なされて曾たが，欄

槻"..噂む.. 園町 STベクトル!体表面電信図"にお

いても ST変化はタリウふ心筋シンチグラム上の心筋

虚血領緩や鰹動脈遺影所見と 致しなかった 中島

ら川左運動負荷前後の ST-T回 inlegralmapと心筋

シンチグラムよの虚a刷所見との対応令績討し 良好な

関還を鹿嶋たと途べている ST変化のみではと..< T 

援の変化b検肘に加えることにより，む筋虚血筋位の

推定が容易になったと考えられた今回同検討でJ4例

中S例に左前胸備で area-Tの泊加を包めた 8例中

5例にむ筋シンチグラムで前量。繍舗峨虚血リ所見を認

め後下聖領爆に血血所見を有する症例を認めなかっ

~鍾，"，0 1 .22 SUPPL.J (1990) 13 

たことから この area-Tの緬加は附量産中隔領域の虚

血を袋す bめと考えられた また 運動負荷心筋シン

チグラムで後下壁領制鹿児a血所見を包めた..，時中"

例はグrmap..l:.，左前絢鶴上方で area-Tの減少そ認

めたが，これらの症例は後下聖心筋鹿血に伴う体鉾下

"での area-Tの増加の対側佳変化として左前胸鰯上

方での area-Tの減少を包めたものと考えられた

ST -isointegral mapに省ける ST領媛の変化とT-

i鈎""句ralmapにお砂る T領域の変化を比較すると

ST領域と独立した T領織の変化。g明らか巳なりω筋

虚血郎位の鑑定により容易になると考えられた

s まとめ

労作篠弘信号者J4名について適齢負荷前後の T-

isoint句τalmapと心筋シンチグラムの関遁について

検討した T-iso;nt匂ralmap上。左前胸舗での area

Tの岨高と前昼中隔虚血の関連が左前胸郡上方での

area-Tの減少と後下里血血の関連がうかがわれ.T-

B阻附句ralmapは心筋虚血締位の催定に有用と考え

られた
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l ・・一般畑
肥満者の運動療法における運動プログラムの推移

太閤脅嫌・ 杉原弘晃・ 岡本 !!， 
徹・水野嘉子・ 岩忽

運動銀法は非，.物療法討の 1つとして注目されている

が，祖々の"'"者の'号館や疾庖に対して.日常業君事と

して運動僚法を行っている施肢は大変少~い 変知県

総合保健センタ では約 10年前から主に胞調者を対

象とした遭動館法敏室を開閉し.すでに 100人以上の

愛情者を得ている

今国怯t 運動プログラムの通行に着巨し，遭動プロ

グラムの巡行財Z彫智を与える因子じ運動プログラム

の進行と減量効果との関係について倹討した

s 対aおよび方法

対象。丸人間ドッタ受診者で"測lI120 %以上の半

健康人 1074白である 年・剛志"土 7副院であった これ

らの対象に 6stag理よ 9なる多段階運動負荷テストを

行った.すなわち，スピード俗的 mlminに国定し，

001'"を 0-10%と変えて強度をよげていった。この

proto四 1でheartrateのω~吻%あるいは呼気分併

のATレペルの温働S止を METSに像算し， I安坐する

選動雪眠法プログラムに喝入した

表 11ま現在行っている選動療法敏貧の運動練法プロ

グラムを示す。この運動プログラムほ 10段緒よりな

れ歩行だけの walk1-6と，ランニングを含む

walk-run 7--ぬがある各段贈の運動強度は 3.3

ME'Iちから 10MEτちの舗がある

各プログラム比ウ才ーミングアシプ3分.exer 

cゐ.12分，クーリングダウン 3分の合計18分の..動

を行っている とれ以外に払エアロピックダンスと

自伝車エルゴメータを問時に行い。 1聞の運動時げ聞が，

4砂、.，分程度になるようにした

制帰総合冊センター

{ 川町間三の丸山

s繍集結よぴ考察

まず運動療法の期間と回数を検肘すると，銅聞は

39土12週，国費度憾 48;1;24周で.週に1.2回の割合とな

った

'"に，運動プログラムの進行について宿命射した{図

1) 運動プログラムの開始晴で績討すると 歩行プロ

グラム(walk1-6)から始まヲたものが 107例中 75

"と多<，終了時では，走行プログラム(walk-n.m7 

-10)で終わっている者が82例と多かった

運動a際法闘始蝿のプログラム別に細々の要因を倹酎

した開始時のプログラふで walk1-3， w剖k4

-6. walk-run 7-8の3グループに分げてみると，

若〈て肥測度の低い者ほど運動強aの高いプログラム

から運動銀詮を開始していた

運動プログラムの進行から，プログラムの進行が3

段階までの有"段階以よの者で， 21.に分砂て倹附

した 両者の聞には年齢と奴聞で差が膨~られた プ

ログラムが4段階以上通行した僻で年齢が高かったの

は，体力吻ない高齢者が偉い levelから入り。長い間聞

かかって，かなりの levelまで泊臨んだことを表すと考

えられた その結果肥前度の改替には，両払閣に重量は

みられなかった

運動，.，告の効果発現について検附した{医 2)，24週

以上継続した'"島について，銀初のS週，16遡， 2同週

の3時点で，プログラムの進行の程度と!肥調度の改

替の程度.検討した 運動プログラムの巡行と肥満度

の."，は B週と16週までは迎行あるいは，...したが，

その後の通行あるいは改普は少なかった。

運動療法敏宣の終了時のプログラム別に各要因を検

射した 歩行プログラムまでで係わった者と.走行プ

ログラムまで温んだ者の 21撃に分砂てみると，走行プ

ログラムまで選んだ者は寧舗が比般的若ししかも体
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'"湿鋤練法験室の還動プログラム

Warm up(3min) Exercise{I2 min) CωI down{3 min) 

W-l{3.3脚官1'5) 同 m!min(O%) 剖m!min(O%) 回 mfmin(O%)

W-2{3.9 " 〉 " 
M (ω I岬 ， (0) 8<1 " (0) 

W-3{4.3 " ) 

" 
H {ω 8<1 " (2.5) 80 " (o) 

W-4(5.3 M 〉 " " (0) 8<1 " (5.0) " " (ω w・5(5.9 " } 

" " {ω 90 " (5.0) " 
n (0) 

w・6{ι4 " 
} 8<1 " (0) 1ば泌 " (5.0) 8<1 " {ω 

WR-7(1.9 1/ ) 8<1 ， {ω )20 ， (0) 8<1 j叩 {ω 

WR-8(8.5 11 } 8<1 ， (0) 1ゅ。 ， (0) " " 
{ω 

WR-9(9.0 11 ) " 
M {ω 14' ， (o) " 

， (0) 

WR-IOOO.11I ) 8<1 ， (o) '" 
M (0) go 11 {ω 

S~“{5。関}

闘飴鱒 繰7・e
プログ，ム

>-> 

プ雷グ，
<-' "人

2人

期間測のグログラム過行

プ包グ，ム
の温得

u 

湖周 {週}

園 2 運動銀法問.".と紛.の，亀有限

2 

2人

"人

純人

.. 人

-・図1 運動プログラ~の進行

期間別の肥調度改3

u 

悶 M (lI!!l) 
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寝 2・2・・7.のプログ，ム捌同体格と金a・持久也の

a・
onプロF晋ム 定行プログ予ム

【n=IO) n-1Z) 

体 量~.) -).9士'.0・ ー ι軍士'"・

体掴首量~.) -2.7ま'"・ -5.1土'.3・

LBM{k，) -1.2士，.. 0.3土l白

VQ，/W(回覧 HRmu) '.7土...・ ，. .土1.7"

VO，!W(ATH) 4.O:f:1ι・ ..骨..咽，.

"骨闇U(m) "主76' '"孟~・

.，，<0.01 

."余り多〈なかヲた また，運動，.滋開始時にお砂

る関%heart rate max"の鵬ヨ医療取..も走行プログ

，ムまで道んだ者で陵高値であ01ヒ. '"で体織.よ

ぴ心臓，.能の敏室前後の変化を調ぺてみると，走行プ

ログラム.で温んだ者で惨・.体.. ".白...買取.

{鈎%HRmax.AT時).12分削少がよりa・し，除

脂肪体霊(LBM)もよ〈保持された{務"



心服 VoL22 SUPPL.I (1990) 17 

4団組

ランダム運動負荷テストによる虚血性心疾患の診断

陶山晶子・ 砂川賢二"杉町勝・

戸高渚司・・野瀬箸明・ 中村元匡・・

虚血性ぬ疾患の柵大とともに，連動負荷隊臓の有用

径はつとに知られている しかし...心症の診断巳お

いて従来の温動負荷以織では .大負荷晴に心筋複S

ゃ...な不盤脈を瞬多唱する危"往があることや，ある

舗の篠患でほ侮陽性惑が浦町ぃζとも知られている

これまで，多〈の研究者によりその惨断精度を高め

る努力がなされてきたが，ヨド研究では従来法の弱点を

克服するため。医学領制度ではあまり応用例のなかった

システム解析憶を場入し 危蛾のない遭動負荷で...

血性心d実患の惨阪を可能とするラ y ダム運動負荷法を

開発したので報告する

S対..，防よぴ方選

対象は労作性狭心症臼例{幻例に自康問後心筋梗.. 

を合併〉異盈.. レ心症 41例非定型胸痛"12例心電

図にて左宣肥大を示す8例(包張型心筋症S例，肥大型

心筋盤 3例i 弁鵬密室1例。犬動畑出 1酬を含み，平均

隼.市民主12織で女性 12例であった 霊借対照.."

33例の健割脅威隼男子で。平均年齢"土".であった

患者会例に。冠動脈遺膨および週動負荷タリウム心筋

シンチ断層布告(SPECT)を範行い心筋虚血の有無.. 平

価した

ランダム運動負荷は， Bruce protocω ，lo唱"の定

常レペルで伺摩するトレッドミルをラング"間隔の音

声信号により.20分間歩いたり，休んだりすることに

より行った 実憾に多いた時聞は目分で約500mに

得当した Cの胤 V，単鍾..~また陪リトル....

接にて心電図をモニタ C...動の音声僧号とともに，

データνョーグに毘録した 温働恥胸痛辱の訴えも

九州大 F医学.附.，開院..情..

岡姐..内"
{司'812 ・岡市東区属幽 3-1-1)

な(NYHA凶度の.. 例も安全に範行しえた コンピ

aータにて。心電図担よぴ運動の音声信号を AD夜.. 

後.STνペルを各心銅鐸に自"訓測した システム

解衡の乎法を用い <..を 1つのシステムと仮定した

時，選動に対する STの変化の符怪は，そのシステム

の'"逮闘教を求めることにより表寝される ζの関数

は入力である不規則間隔の運動と 出方でるる ST

変化を各々。周濠数解析{高連フ リエ夜倹}し.N'宣
敏触上で遭勘の情号と ST変化の比をとる ζとにより

求まる ....容易にするため この関敏を逆フーリ

エ変換により碍"'嶋に".隠するとイ〆パルス応答とな

る とれほ仮智聞に..初の 0.5秒間にインパルス状の

強大な遷動が加わった"の ST変化を示す

， .." 
図1に示すように，正第例では.STインパルス応答

の初期低下問聞が約 10紗で省厳に復しているが労作

性袋心症例では置延し，約お秒となっている券定型

胸痛盤陪従来の選動負荷法では.. 陽性を示したが，本

法では正悠例と同僚.8紗と初期低下時間は短かった

異型狭心症例では STイyパルス応答に媛動...める

ことが多かヲた(41例中3崎例}

初期 ST 低下時測の平勾値 11IE~1f 8 土 3秒。労作

性.. 心症 23:t 14 秒。非定型胸鮒症9> 2秒で~ヮた

以よの結果より。初期 ST低下待問 12秒以Jヒを虚血陽

伎の鯵断"，.とした

次に.STインパルス応答の初MSTfi下待相と労

作懲狭心混に省ける冠動，.""変の貧復度との関係を検

附した図2に示すように 1綾病変では。'"均 ST低

下時聞は 15::1:8紗.2枝病変は 25企16秒。 3続網"お

よび左主..鶴病変怯ω企"砂と，冠動....変の.".. 

とともに低下時閣の極集がみられた STインパルス
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" 伺{制限， . 

各痕例における STイ /l~ルス応答

正常例， ~: ST低下，回復時聞を示す

3・。
関 1

， ，暗鎗

運動負荷法による虚血性心疾患の診断事を向上させ

るために..々の運動プロトコ ルの考案や心電図解

価のスコア-11::，心檎数と ST変化の比をとる院み等ω

多〈の研究がなされて@たがりシステム解析の概念創

を運動負荷法に応用した例は未だない 従来の運動負

荷法"実際に般大負荷をか付ることにより，安静時に

みられなかった生体の特徴をひきだし，疾患の惨断に

役だてようという概念であるが，本法はシステム解析

という乎法を周いることにより 経い負荷しか与えず

にイ〆ハルス応答という仮怨的に強大な負荷が加わっ

た跨の生体反応を予測しようとするものである 運動

が経度でかつ断続的であるために，安全に随行でき，

高齢者や閉君臨性働順硬化包などで歩行陣曹のある症例

も可能であった

本法で京めた STインパルス応答では，正常者にお

いてもその低下時閣は短いが。初期に一過性の ST低

下を示す これが何に由来するのか解明は今後の線

題であるがえ健常成人にエルゴメ タにて突然。短時

間の強い辺駆動負荷を実際にかけてみる t.水平型の

ST低下が観費廃され。器質的思動燃病変がな〈とも，強

いインパルス状の運動に対し ST低下をきたすという

線告がみられる"また。本法では従来法の惨断基阜の

ように ST低下が水平裂か杏かは判定善措に入れてお

らず，コンピュータにより磐線からの ST偏位のレべ

んを自動併測しているので正常人で身1M長崎にみられ

る盆状の ST低下が.STインパルス応答の短時間の

ST下降として反映きれている可後色はある

労作性検心症例でSTインパルス応答の初期低下符

聞が畏いということは，数学的にはとりもなおさず

1 τ;一 一同T
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STイ/パルス.. 蓄と窓動脈病変の2鍵<<

・印"平以K'釘よ"'"

応箸の初期 ST低下嶋崎の畏さと虚血の鰻!l(範図)の

聞に紹聞があると考えられた

さらに本法による虚血の監餅網目置を SP叡ごTによる

濁税障曹をもとに野惜した 運動負荷時の SPECTに

おいて，虚血の調回大を包めた労作性撲む箆44例(虚血

(+ )群)と虚血が毘められなかった労作性狭心症"例

および疋常 33例，非定型性絢徳盛 12例を倉台"例

(¥1血(-)群)の2!浮に症例を分付 各震での STイン

パルス応答の初期低下時間を比駿した 前述の惨断"

mにより I 虚血(+)群にて立し〈虚血ありと惨断した

のは(re前日ivity)，本塗が83%従来の運動負荷訟が

59%であった虚血(-)群で立し〈虚血なしと診断し

たのは(，同dficity)，~航法 83 %.従来総η%でるっ

た いずれも，本擦のm度が優れていた

図 2



従来法で蓮院，，.の ST低下が遷延することを憲味して

いる 従衆法でも ST変化の時間経過を考>tする ζと

により，偽属性を少な 〈 しょ，とする..みが~されて

いる・， *涯でU:5Tインパルス応答の初期低下開聞

をB断"'"としたことが。館果的に従業法に比し よ

い..断率.得たものと考え令れた

本さをはシステ"勝訴と‘ーう乎棲を用いた新しい通勤

負荷法であり。今後 種々の佳"を積肘ずる ζとによ

φ 有朗色を岨立することが必要である制
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2つの脱がある今回の成績でほ EH群で経度檎加し

ているもののC群との overlapがかなり存在した し

かし負荷時に両鮮の差が明らかになった この EHで

の ANPよ停の機序として，ll心房屋上昇による心層

筋の伸鹿川，2) ANP!;I:血圧下降作用があるので血圧

よ昇に射する代償犠転i円 31心拍数相加ド，がまず掌

げられる今回心房亙測定がないため IIは否定できな

いが，血圧と ANP，心拍数と ANPとの聞に有意な関

係が金〈なし 2)，3)は否定的であった今回の畳も

注Bずべき所見は哀重肥大と血縁 ANPの正組関関

係である・返荒井らが SHR-SPのむ貨では ANP生

合成，分泌の滑加がおり，心室が心房以上に.費な役

割.果たしていると述べている附今回の成繍から

EHにおいても，む房を介する楓序に加え，左室肥大に

より ANP分泌がうながされている可能絵が機測され

る

つぎに血蛾 NEの成繍からは。 E羽裂と C!Iの NE

.~の大きな遣いを毘めなかった にもかかわらず，

EH'与で安静時，負荷時とも血圧と NEは正柑測を示

した.このことは。E沼では業相血管の血oNEもし〈

i主交感神経活性の増しに対する感受径が先遣している

ためと考えられる

8結a・
1血綾 NE11 EHの安静時。選批負荷時の血圧上昇

に関係している 2血媛 ANPは EHにおいて心肥大

を反映しており t また負荷中の左心機能へも関与して

いる可舵俊がある

s 文献

1l Des。ιA.J.， et al.: Life Sci.， 28 : 89， 1970 

2) Tripp吋 0，N.C.， et al.: Pr侃 Soc.Exp. Biol. 

Mω.， 11(l : 502， 1982 
ωThibault. G吋 etal.: Hypertension， 5 (Suppl， 1l 

I -75， 1983， 

4) Miura， Y.. et al.: ]pn. Circ. J.， 42 醐， 1978 
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ー般演題

心不全患者の有酸素的定常運動に

おりる ACE阻害剤の効果

脅谷浩図郎・ 尾崎正治・・ 小野聡予・・ 摘川調遺・・

.大沼齢時の重量無精質量や，各種循環勧銀の指視か

ら，心不全患者の議拘判定を行うことがある酬 しか

し日常の労作は低い強度で行っており1 有厳衆的建傭

運動こお砂る務効際価出窓援は存在する 心不全思者

に2省いて. ，凶aerobicthreashold以下の定常運動中に

CO.胃呼吸訟による問機 fick法を周い心鍋路盤を測

定し。 ACE阻轡剤回廊行動績に与える膨'をみた

s対象およぴ方漉

対象は NYHA1I-1lI度の心不全患者9名，平均写

働 56.7..陳旧性心筋割1!564ち逆沈佐弁膜症"島で

あ払心筋梗富患者はいずれも一段病変で，運動で新

たな虚血は引きおこさをかった〈表1)隠とんどが心

鐙決，または多量の弁逆流，低い運動樹容能"を示して

いた 運動負荷は，電磁"'"負荷型の坐位エルゴメー

タ(:J;..-ビ Aerobic 710)を用い，概糟負荷法により，

a世大限無療取S:， anaerobic tbreashQld (A T)を測定

した 繍気震 (V.)体雌衆消費量 (Yo，J二酸化炭素麗

生盤 (Vco， J IJ，自動呼気ガス分析穫量 (GOULD

"∞ IY-GJにより"砂間隔で測定した V./Vo， 

V./Vco.は3点移動平均法にて処理し， AT fJ， V'; 

V~ が減少し，急峻な上鼻に転じる点とした“ その

際，V./VCo，は減少，または不変であることを前提と

した 有酸素的定得運動1;1.ATの90%寝度の強度 k

し，開始3分後から。 1分間の心電図記録より心捻殺

を，水銀血E肘にて収縮賜血，，<測定した 開始4分
後からω2 分間ダグラスパッグをJU~>深気を行勺 6分

.銀..病院循繍.将

{守，. ・同居浜市爾小担原 IJ.27)
.・山口大学医学..，内"

【守 m 乎陽市西区小・ 11(4)

後より CO，腎呼吸諸を行った V..V。別 Vα>の測定

には。 Drygasmeter， Gas monitor (日本電気三栄社

製， lH21AM)を用いた.運動ゅは，ピッチ音を用

い.30固/分のペダル固転散を保つよう指喝した 間

僚fick浅は1。叫闘の方訟に従った.) Control負荷の

後。カプトプリル 250習を内鳳 45分間の.".の後，

同織の負荷を行った結果の倹肘には，，'"飢内 e賦
肢を用いた

e縮製

"プトプリル内殿前後の運動で。 V.，Vo，に差を砲

めなかった{表2) 運動時の収縮網開血圧憾。 ul

mo巾 gから.1ロ2目m

むしろ 8関3から"泊0ヘ械少傾向を示した 一箇g錨宮出2量量酌}はま

6“6から?符5mlへ刻増.加し.<拍出量は増加傾向を示し

た Vo，/COは。 10.71vol %から.9.89vol%へと減

少を示し， Pres組問-Rate-針。."凶 (PRP)は 11.744

から 9.624へ減少した{悶1)

， .. 筏

心舗数I 心拍出量，血犀などの循灘臥旬は V.の増

加と従って変化するため.V.カ同等な負荷で羨効を

判定しなリればならない そのためにはt 翠動負荷の

種類は，再現性がよし目的とする強度の般定が容易

である必要があった本研究では，坐位自転車エルゴ

メータを用い，ピッチ音でペダル固伝微を固定したこ

とにより，役来前後の Vo，をほぼ岡量になし得たそ

のために。各種循環劃績の街律"比叡可憶であると判

断した 遺動強度はt 定官官状愈を殴定ずるa屡があっ

たこと日常労作の範劉であることを考え.AT以下の

ものとした

近金，.心不全の治.，織として ACE阻寄剣が注"き
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勤時閣や最大限集摘安量の槽加は'"めず，急性効策に

対ずる疑問を示している 本研究では，ー自給Wllの

4.93 ~ ~ l2・ 13.U 11.4開.. " .. ~ l∞ 13.29 ..刷。
6.53 '" " 

， .. lO伺 14.010 

6.48 ~ " iω 10.07 10.363 

5ω " ~ 
，~ 8.21 lO.耐珂

s.~ 00 .. '" 8.91 8製.

4.20 73 51 1~ •. .. 1..4臼

4.21 ω .. iω 8，35 9醐

6閃

“ 
.. i‘。 II .83 宮 .2~0

6.52 

“ '" u. u偶 7例。
s押

" " 
， .. 9.98 14.2開

1.48 ~ ?句8 "陥 7.74 12 . 7~0 

，." 8s 80 ， .. 8.07 ..制。
8.25 

s‘ ~ 

'‘ 
6.81 7.896 

5ω 16 
“ 

，，. 13.90 10.140 

5.75 " 00 '" 12.53 9.720 
4.82 " " '" 11.78 12.63畠

5.74 16 73 1鵠 10.24 1I.7'ω 

5.52 " “ '" 10.11 11.744 

士0.86 ." .u 企" 主2.10 士2.190.随 00 子市 >20 ... 宮 9.624 

宜1.28 ま>2 土lS ごと含2 士宮" 主l守 7雪3

関 指 <0.01 <0.01 <0回 <0.01 

増大じ血圧の低下む舗数の減少傾向を"'.た カプ

トプリルによる血疫の低""ffi，安静時に結いては反射

性頻抱.伴わないがへ有犠飛約定術選動においても

反射性の卿袷を伸わない後負荷の減少をもたらし，

PRPの滅少にあらわされる心仕事室の減少を盆たし
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図 2 カプトプリル附撞での彊動中の昏岨循環勘軍帽栂

た 陵織の動静脈紋盤を示す Vo，/COは減少を示し

ており，末楠への血況の有効な分布が行われている可

能性を示している この鯖嫌はカプトプリルの心不全

患省に対しての有効性を示すものと理解される

s縮図

‘乏症から中等症の心不全患者の AT以下の有酸来

的"待選動で， カプトプリルは反射性頻伺を伴わ~い

後負荷の減少をもたらし白 一自給凶2止の湖肌 PRPの

減少を号".こし，治療費駆としての有用性を示した
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一般演題

運動時自覚症状の半定量的評価法

Bo'g指数，呼気分析，血中筑島健からの検肘

上.. 健治・ 斎藤療情・ 下康篤司・ 内本定"'.

佐藤文骸・ 飯図英隆 荷ロ正雄・ 探見鍵ー

住吉徹穆・ 土師ー夫・ 平盛勝彦・

従来運動負荷鼠昼食時に結ける息切れ。下肢痩労など

の自覚症状を定2量的こ阿置することは民胞であった

Bo，"が復唱した自覚温動強度 (rateof perceived 

exertion : PRE 以下 80唱術数)の概念.，川左!本来

温園町，.滋時の浬"泊度を雄定するために傍られたもの

でl 安静を 6点."候鰻界時を 20点として全体をお

に段階分げし f非常に楽であるHかなり楽に@じる』

『裂に感じるHやや@ついH嘗ついHかなりきついJ
r非常にきついH もうだめjという自覚症状の強ちと

その自覚度の聞にも対応する抱微をもうけており。複

倹者に自覚度の程度を逐ーその指紋で表現させるよう

に傍られている 般近では運動健法以外に 運動負荷

鼠厳にも応用され絡めている そこで自覚症状の程度

を定量化する園的で。Bo'g抱散を周いて畠覚症状そ

袋現させ，その再度性信らびに他の負荷碍..鍋栂との

関係金遭動負荷鼠験時に検討した

5 対.と方埠

急性む筋梗車室園，...の患者 (MI)78例(男"例。

女4例}。僧緬弁..噌復 (MS)6例{男 l例，女5例). 

鎗常者 (NL)8例 〈男 8例)(平均年齢48.1主1.9.11:)
を対象に以下の方法で倹討を加えた

1. Ml 8飢 MS6例 NL4例に当続徐自のプロト

コ ル・iを飼いたトレγドミル負荷隊織を 1週間以澗

に2"銀行し。各ステージ経了時の 80，"湘微を求の

その-歎ずる曹}合から再現性を検肘した

2. MI15例.MS6例に対して。呼気分併を併用し

たトレッドミル負両院験を行い。各ステージ終7持吻

Borg摘歎.表現させるとともにむ循敏{日開。般環

咽立帽酬七 y夕刊..附

作 曲吹町曲台5-7-1)

祭殿.(Vo，).分時~~. (VE)の測定告行った a 

たー郎鍵例には。下位の基礎的検討を行ヲたのちに

"'~乳自慢を測定した

3鍵血条件が血中乳敵也に及ぽす彫曹の.. 礎的倹

耐として。NL8例に対して各ステ-"の終了時点で

①乎背日分毎に穏しタオルを交視し約4.Cに加

温}。②乎背(①と反対例。加温せず>.③附践。より

篠血し，乳酸Mよぴ酸気分圧を測定した

S 鎗9院と到号館
L Borg描散の再現段について

同 プロトコ】ルで1週間以内に 2度行ったト νッ

ドミル負荷鉱吸で 18例から合併77のステーゾに関

する Borg指数が得られたその結果息切れ，下肢疲労

ともにほぼ初%が同 ステージで岡指数を袋環し

その再現也は良好であると判断した

2， Borg循敏と運動時緒治僚との関係

Bo"指紋と週動帰結抱標{Vo..VE， HR.血中乳

酸催}との関係.図 1に示した上段低息切れ。下陵は

下肢疲労に関する 80"循散を示す 図から明らかな

ように!息切れ，下仮復労ともにBo'g指倣は VOo

HRtは車線的 Z関係を示す 方 V，乳般とは

Bo'g指数は 13{やや§つい)までは直線的に増加す

るが，Borg指11<13を変陶点としてそこからさらに急

般に噌加するニ直惨からなる関係を呈した つまり

Bo'g指徴 13で V，は VOoζの相加関係から解障す

ることを窓味している このことは鎗気性代制闘価

(anaeroTic山reshold: A T)を呼気分続から求める方

法"にー致している また血中乳酸値もB。苦情11<13

を変a点として急般に泊加する ζとからも. Borg織

歓 13がATO警の負荷量に甜応する自覚症状を表現し

ているものと考えられた
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国 1 Borl" f首敏と遺動崎畑繍悔咽.""畳， 心満滋，~・肺気温 血中...，
との鵬鎌

上段 "".循aによる息切れの解倒
下段 ，".鋼'院による下肢賃貸の解侃

3. 8ω.指."ヒAT
2で攻めたこととは逆に AH・E・-闘の方法紅よ

り呼気分訴から家め， ATに遺した聞の負荷.に相当

する B伽芭銅像を求のた息切れに闘して1153%が白
下仮復労に倒しては..%の症例でAT"の負荷量が

80噌柑般の 12-13に骸当していた

.， ，帯血条件が血中現...障に及Ifす彫.

司'"からの様血で".温の有績にかかbらず，....，

隊員.~æともに有"な震を"めなかヲた手背恥臓の
目食費冊分a"鼠.. 側 非加温側とむに安"時に陪平均

60mmHi以上の高直を示し，生理的にもシャント血

況が存在するものと考えられる"が，このシャント血
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図 2 錫血鶴位，条件と貌厳健。静脈血厳罵分圧

と.，明係

旅量は..c前後の加温では膨，を受け巳〈いものと

考えられた また運動による血中乳殴値の変化は，手

背からの鍵血では加温の有無にかかわらず図2のよ

うにステージsから急観ほ増加する傾向を箆めた こ

れに対して削闘からの錫血では託敵同I!;I:.やや遅れて
増加する傾向."め。増加傾向の遅延に停也、ステー

ジ5.6.7では乎背からの鍵血に比べ有憲司Z低値そ示し

た これらのことから前院の飾線肱，手，，，...に比ぺ

てlステ ジ分(約2分}遅れた乳酸動思を反映する

可能性が考えられた

s結鯖

遭動強度を定Z量的に評価すること陪 症候限界に近

い運動を待ったと$区生じる陰色相現象を避砂るため

や。症候限界性負荷におげる余力の..~を知るうえで

書わめて.，密である また・4心芹金司患者の趨動負荷

鼠厳が行われるようになっており その自覚的終点を

決定する上で有用である しかし運動"の自覚症状の

定盆化に関する研究はきbめて少なし今回著者らは，

"，，'指散の再現世，有用性に関して検肘を加えたそ

して以下の結果を得た
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l息切れ。下腹疲労の極度は Borg指数を周いるこ

とにより容易に表現され，その再現盤も良好であった

2息切れ，下肢疲労 60"指徴。品他抗酸素担聴取

量との聞には 直線的な増加関係を認めたが，分時a
"盆 血市乳俊也とのあいだには， Borg術数'"を夜

組点としてそこからさらに急般に増加するニ直様より

なる増加関係を"め。娘"佳代耐開館 (ATlに個当す

る遭動負荷.での自覚症炊の極度".ほぽ 60.，摘"

13{やや8つい)に担当した

3運動負荷時に.砂る".. 探血には削機郎より色

血中乳酸....を観司院に反映する乎背鰯の待旅からの傑

血が留ましいが!加温の必安性""めなかった

以上より Borg梅散によって自覚症状の半定震化が

可能であり ATの推謝や選目的能力の際価などの臨床

応用が可能であると考えられた
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般演題

虚血性心疾患患者の運動負荷による

左心機能および心電図経時的変化

携綱惨ヨ世左心側貧民皇統監視謙虚による酔価

今井嘉門・ 安膝途失・ 荒木康"'. 弓倉登・

E野藤煩・ 小沢友紀縫・ 波多野道信・

s 目的

冠動脈を急性に完全閉奮した一次性心筋虚血でほ，

まず楓被的変化が出現しその後に電気約変化を認め

る1)-，11 帯窓恕動脈狭窄患者で緩めるこ次性心筋..血

でも問悌な時間"が存在するか杏か臨床よ興味ある

問題点である 従来，ガンマカメラで左心機唱を測定

するのには少な〈とも 2-3分を堕するが鰻近高感

度で小型の;/:/グル・ヌクレアプロープが開発さtい

これを左重上に固定することにより 一ー心銅ごとの左

心峨能を連続して観費揮することが可能になった 今回

この様相陸型左心峨舵遡観覧復裂置伺噌用いて 運動負

荷時の左心観能の権移を測定し.さらに岡崎に記録し

た心電図の抱移と対比検討した

s方法

111対象は心筋領倉症の既往歴のない労作性狭む盆

14例で亭淘毒事院''''歳でとれらの冠動脈所見はー

伎病変5例，多絞病変 19例である

。)左心相関能，... 近開発された復槽型左心観能連続

監彼装置(アロカ， RRG-6071で測定したとの畿11"
高感度で小型のシングルヌクレア プロ}プの舗

であるカドテル検出認， A-Ol!t倹プリア y プ，データ

収集ユニットで偶成され。これらにより得られたデー

タ"パ}ソナル・コンピュータ (NEC.PC-9Sill)に保

存し，さらに分続した

被倹容は Tc20mCiで生体内"血球欄織した後，放

射線透.. 位のあるカ ポンローデで指標楊 12甥導心電

図を配線できるよう隼備した さらに後検者"符殊な

チョッキを省周し。この岩崎蘭に左禽を照調医するように

回大学医学醐2酬

(T 173 岡山開明初日

プロープを聞定した(!ll:I1)この位置が至適であるか，

U プールーイメージで確Uした

フν ム・イ yタ パルは 50rr詑乞で. .ずオリジ

ナルの時附容.."餓の~，農業馴カウントの 80%を

パ7ターグランドとして除去し. ，・られた時間容積

幽織から一心姶ごとに友む機能を求め 15秒間同平均

債を算出した

求めた?首暢は end-diastoliccount tEOC)， end-sys 

to1ic count (ESC)およびe舟etionfraction (E約であ

る

{創棟割1112pjij・む電悶は 30砂ごとに 0>ピュ タ

内蔵心司E計{フタグFK-6η で配燥した。判定は視覚

的判定と自動計灘された ST-Ievel， ST-sl。院に益づ

いた

(41運動負荷はまず臥位エルゴメータで鈍行し。さら

に30分後に座位五ルプメータで行った

仰心筋虚血の侵械別養槻はESCの 10%噌加およ
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図 2 遺風刈制御よぴ樋械的心電図度目kの幽現
崎間

関嶋岡"よぴ心電図変化が幽現した"固
の趨動負荷の濁動時制"よぴ各々の度化が

.~ずるまでの問問

ぴ EFの 5%以上の低下，心電図鑑tJf1ST水平低下

0.1 mV以上とした

5結果

(1) 14例"臥位および立位で行った総計28聞の運

動負荷検査のうち，被械的および心電図上の心筋盆血

の診断.....とももこ満たしたのは"固であったこの

15固の運動負荷時の運動時間"心暢舵およびむ電歯

変化に闘し検討した

運動負荷時閣は 354:1:25.8(mean土SE)秒であっ

た敏徴的変化は運動開始後 168主36.2秒に， ，(AI図

変化は 278:t28，7秒に幽現した 運動負荷による心筋

虚血で 自民棟約変化怯む‘図変化より有窓に早〈出現

した (p<O.Ol)(図 21
運動中止後。彼械的変 t.lit39会10.9砂に!心電図変

化は 125;t;21.0秒に改修レた心筋虚血の改暑の過侵

でも 忠ず優位史的変化が 次に心電圏変化合唱普し

両者に有愈霊童...めた (p<O.Ol)(図 31

5 結語

有愈沼蹴脈事実吻を有する患者で箆めるこ次位ω筋虚

血に結いても，窓齢'.. 結衡によるー次位」、筋虚血と岡

制限に11棟約変化出現と心篭図変化幽現に時間差を.. 

め。前者が後者より有窓に早期であった さらに運動

中止後心筋a血合改.する過程においても，後械的変

化の改・8心電図，.化の改穆より早鯛に生じた

心筋虚血の原因にかかわらず機械的変化省よぴ心電

図変化の出現."暑に“timelag'が存在することが明

らか巳なった

S文m
U Pandian， N.G. and Kerber. R.E.: Two-dimen 

心.. "ほ2 SUPPL.l (!俗的 27 

"'..n:!:SE 

E山町

M<<hI叩1叩 "・ω

• 鈎 】却 m Lω 
m 

図， I・.的<."図実化の"・時間
m，で畿日聞の"圏の運動負荷で，運動中止智駐各々
の変化が改ーする.で吻時閣
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ー般演題

Anaerobic threshold検出上の問題点

麻野弁英次・ 石坂'"ニ・ 亀山智樹・

官級笹子・ 篠山.戚・

Aoaeげob制cthreshold (以下AT'ほ好''''，也よぴ嫌

気的運動という，運動の質的虐いの判別点であるばか

りでな<"，・大下運動にお砂る客観的運動耐容能の

掴標2として，近年心疾患息省に応用されつつある酬

しかし ATを薗床で用いる際の問題点は。① AT検出

不純例があること，②検場により ATの判定に還を生

ずる場合がるることである。今回袋 l警は，下厳毎夜労な

いし息切れで遭齢を中止した... 信者と心策勉患者を対

象として，どのような喝合に， ATが検出できないか9

.たその判定に墾4量生ずるかを検肘した

s 対10と方途

対..は明らかな呼吸器候息。貧血を鹿めない健常省

s例と，む篠恩恵者 59例であるむ疾患血者の肉釈は

隣旧性心筋...".例，弁II/.ii!:10例。鉱湿型心筋症6

例，肥大型心筋症 3例，心房中厩欠損盆4例ω心筆中

限欠捌..，例ω その他の心疾患7例である 心腕遭鋤

負荷蹴験"，坐依自.転岳2箪巨エルゴメ-タ-を悶Lい訟" 3分

間無負荷のw.叩 Y

.酌崎能カに応じて'毎分，-初wattsずつ負荷を漸唱し

た.呼気分析札ミナト社製 RM-200による"".山-

by-breath 方式をm~.. ATはA.B2人の検者にて

別々に判定した ATの判定方塗は。閏 1に示すよう

に，負荷"の滑加とともに体調度業銀取量〈ψoρ の増加

が直織的であることを確認し，これに対し分時換気"

(VE)の非直線的増加開始点をもって ATとした さ

らにこの時点が鈎秒拠忽に加算平均した呼気鈴乗酸

素福島It{ETo.>の柵加開始点に一致し，かつ呼気終末

段陵ガス調度 (ETCO，)の減少開始点より早期である

賓山医拘置廃“大学医学11.1121'3陶
【〒93G-Ol 1富山市修径 2醐 }

ことを摘隠した“

S成.
"例中 ATが決定できた症例は 51例 (76%)であ

り。残り"例で"..警のいずれか日方または問看が

ぬ醐

3剛，" 
，.1/，附

醐• 

"' u，醐• 
…肺

• 

回 1心臓遺動負荷臥織と anattoblcthreshold (AT) 
VE 分時喰~.， vco.:'健.. ガス惨..，
Vo， 酸来観取量， ETO， 呼気級来雌..度，
ETα， 呼気縫司"隆盛安ガス..
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表， AT穣幽不使例と AT判定に倹牽者のu生じた盆倒の問掴点

leHapeE串ra』lar ln~ppropria回 Low exerc融 R-L 
veHntyi酔l-trE，On ""目i田

reso，rahon ，OC'回11mtIl~e 蜘 m ~~， musc;le "'Ukn企曲

(A).(61 
e 2 

n'" 11 

lndetermin~le 
3 o 3 

2 
3 5 

n"'16 (ASDl 

......町加

醐
岡
山
醐

畑一

盆…~."鍋..“‘闘M降糊

Www Ww，・

園， AT決定に現ぽす呼吸の~・(略..個 l と伺じ}

AT検出不伎と車川併した 刊例 (60%)では 2人の検

者の ATは費全にー致したが，判定が〈い遭った u
例では，検者聞の ATの観霊は'10，で"土50mll分
{平均値全線描偏差)であった

AT 倹凶不健例についてその.掴を表 1に示す こ

れらの多〈は患者の筋力低下，過呼吸により早期に還

動が中止された盤例，選動時に右ー.tLシャント合出現

した症例.ATが低す.て倹出できなかった盆例など

であり，棄として~.肴聞に AT tll検出できない種闘が

E認められた 方，判定に還を見た健例u例中6例で

は不線則金呼吸が. 2例では調駅周・負荷量が大容すぎた

ことが開医であり その多〈は負荷方法に問題合あっ

た

AT倹也に及ぼす呼吸の.・を園2に示ず左図は

初園検査時の但録である呼吸の百えれのたのに。 VE，V 

0" ETO. および ETCO.の変化が不規則となり AT

判定は園純である 同ー僅例に呼吸の線習をさせて再

度負荷を行ったらのが右図である 呼吸は規則韮し

〈。可;ro， 11直線的に増加しており，相。 ETO.，ET∞， 

の変化から ATの櫨E震は容易である

."は閃ー症例において，調断"負荷量の遣いが AT

倹出に及ぼす膨曹を示す毎分3附wattsの負荷ではV

Eの変化からある極度 ATの目安をつゆることがで

きる しかし ETo，でM遷動中の plateau繍が不明想

で判定に速いを生ずる毎分 15wattsの負荷で"守

E. ETO.のuずれからも AT判定が可能である ー

方毎分 10walt8の負荷で1;1::， ETO.からは AT検出

が可純であるが VEの変化はなだらかす6てωATの

変陶点が不明瞭である 以上より本復例で""分"

wattsの負荷が AT検出に銀色適していると考えられ

る

図4は盤援型心筋症{72歳。男性}の遭動碕呼気分

続結果を示す本側ではoぉ illatoryventilationが"

められ.各パラメータも周期的は変動している また

25 wattsの低い負荷.ですでにψCO，がVo，を組え

ており.AT陪おそら〈これより低いνペルにあると
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園， AT議定巳忍ぽす滅9・負荷.の"・ (IIdM.悶Iと同じ}

" h 

e 

.， 

'. 
.<村、

""/，蜘

掛

。・ J-'. ・・・・.22 ・.

日叫同 C!!jj!ji亙亙ヨ
川.

国 4 鉱張I~心筋11， 12"男性

。宮;cil!atoryventilation が経度の~動にてその燭
帽を増し 剛棒度以よの還動で渦失しでいるのが

わかる t略也園2と同じ}

考えられる本例では，特異な呼吸パタ ンに加えt

運動耐容能が低すぎるため AT治検出できない。

図5は二次ロ心房.附欠鎖症 (5711:， 男性}の退勤

時呼気分締結果を示す本側ではVEおよびETO，の
いずれの指栂からも AU検出することは図健であ

る この程腐は!図上段の色素希釈歯織から切らかな

ように。運動により右ー噂をシャントが生じ，動脈血m
"分圧が低下ω政敵ガス分厚が上昇したため，これに

よる... ，の噌加机 ATを覆い隠してしSまったものと

恩われる

， ~ .. 
l分僚の漸増負荷坐位エルプメーターを用いたむ櫛

運動負荷隊験により.ATを検出できなかった症例ム

負荷方滋そのものよりも 継者側にその湿由が箆めら

れた 符に運動車智容能が低い症例，濁動箇の筋力低下

."める症例で怯 ATの検出は贈し(，またむ測中踊

欠繍症で".しばしば運動時に逆シヤ〆トの生ずるこ

とが問題となった近年。 ATが慢性心不全患者の遭動

耐容飽の客観的抱樋として用いられつつあるが"へ

NewV肝 kHeart Ass。αation-L.'・能量密度分類IIIlt

に欄当する2眠症例では，Aτが検出できない径例の多

いことが予怨される。従って。心不全患者における AT

の有用住に関しては，今後この点の検叫が1I要と思わ

れる 昆上の患者側の問題を別争こすれば，今回同検討

から.ATを舗，.よく検凶するために妹。①呼吸毛ユ
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包 5 二次ロ心覇。繍欠損1:1:.51" 男性

温動によ，.じた逆シ.，トのため。動脈血健業

分庄の減少k炭酸ガス分庄の噌加が毘められる
(略絹i 国 lと同じ}

ターによる規則正しい呼吸の信認②適正な判断場負荷

量の週択が是も量獲であるこ とがわかった 環則正し

い呼吸は breath-by-brω'"方式による呼気分析には

む纏 '0ロ'2 SUPPL.I (1気孤) " 

必須の条件であり 前もヲて十分患者に篠宮させる必

更がある gた負荷震の股定については B"，chf，凶ぽ窃刷

らが務場負荷震の遭いによりa医大a捜索療取盆が異なる

こと..医大負荷到途開凋が8-17分になるように負荷

震を限定したとき 母も高い最大殿無担聴取盆が得られ

ることを線告した ATの検出に当ヲても!運動能力

の異なる症例ム 同一負荷量を録するのでほ信<.同

極度の運動時間で運動が中止されるよう l 信例の運動

飽カに応じて。負荷..を還釈する ζとが大切と考える

s文献
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続トーテーマ

不整脈症例における自律神経反射試験と運動負荷試験

高瀕凡平・ 累図"・

よ畑昭美・ 西岡利彦・

五十嶋成・

Lownら""は心筋虚血時にお砂る自簿伸佳活動の

不勾紙特に女錨縛復活動の完治陪心室網目防の闘閣を

低下させると繍倍している 自律情底活動の不勾衡は

心臓突然死に関与する"と考えられ，自律御盤活動と

不盤根の関係や。自律神経活動向ド均衡により生ずる不

盤脈書"閉め符徴を明らかにすること隠量裏と考えられ

るー方選勘 (Ex)負荷依験で楊発きれる不監肌 こ

とに心室怯期外収繍 (PVClは交感神経活動の元過し

た症例にみとめられるとの帳告がある刊が"時間ホ

ルター心電図 (HolterOCGlや自律神経反射印刷

依験を周いた齢細な報告は少ない そこで PVC症例

にE認負荷猷恥 HolterDCG およびAR依厳を同時

に諸行し，AR鼠麟で瞬発される PVC症例の臨床的特

徴につき検討した。

s 対象および方，.

対象は病歴ω 理学所見ならびに循"系の筒検査にて

Lo~の z 以上の PVC以外は異常を..めない"症

例{男子 10例，女子6例平均年前45.)である E，
は AR隙般にひ8つづいて同一国に行うこ kとし，

Ho1terDCGはEx負荷猷験。AR'式験の終了直後より

袋省し，2<時""己録.行った ."貧命および少な〈と

も鼠"1週間前より抗不笠原療を含むずぺでの役薬を

中止した 8例巳ついては別同国に寓ltAR I式験およ

びEx負荷鉱層検検査を鰻り返し施行し.上院動脈に 20

Gザフロー針を""留置して動脈圧をそエターしなが

らAR鼠鹸 E，負荷鋲験を緒行した 岡針より動脈

血を鍔血し， AR鼠厳， E，負荷鼠厳の働組血中ノルエ

ピネフリシ{NE)ifl度に及ぽす彰智を関ミた NE演度

問問棚1内総

('i" 359 所沢市強調"3-2) 

丸山薄明・

宮本明・

中村治維・

菅原博子・

水野香ー・

陪THI法で測定した

(l)AR依験鼠酸に先立って患者に十分な検査内

容の勧畑を行い，検査に対する不安をのぞいた 少な

くとも 10分間の坐位安"をとらせたのちコントロー

ルの 3分関心‘園，血庄測定を範行した心電図は

Marquette CASE 1 systemにより 12鶴噂心電図を 1

分毎に記録するとともに CM，鶴喝を日本光電心電計

(OC 3323)にて連銀紀鳴し PVC歓を数えた AR隊験

はパルザルパ手後を加えない breatbho!d同Ig(BH) 

30秒附.大狸力の ν2での haoogrip(HG) 3分間，

hyperventilation (HV) 30秒間。および顔面への寒冷

剃訟を与える diveretlex (DR) 5分間を錨符した

"以臓は 3分閣以上cM慨をあげよ記の販に纏行し， I実
験車附の 3分眠"験中。紙幅食後 3分間のむ電図を

Marquette CASE 1 51'審.tem，日本先電心電併を悶いて

記録し。 CM，鯵導により HRおよびPVCl!I:を求め

た また Korotokov法により各紙般的後の血圧湖定

を行った。 ARIit.貨の結果によりLowoらの報告"に

従い PVCのお脅される GrOUDA (PVC ind凶，，"'" 

AR)鮮と GroupB (PVC n凶 inducedby A剛容平に分

砂たすなわち AR鉱臓のヨントロ ル3分間で PVC

が臨められず，いずれ会の AR'実験で PVCが誘発さ

れるか， AR鉱駿により Lownの，，，"恰分銅でより兎

鐙な PVCの出寝するものを A群，そうでないものを

B 鮮とした

(2) E叉負荷鼠厳 Ex 負荷係強は EHestadの戸0<，

，，)に従い symptom-limitedのEぉ負荷を施行した

Marqωtte CASE 1 systemにより V" V，. aV，の3

m婦を記録し， B本光司E心電計にて CM.t磨海を速艇

記録して PVC数を求めた血圧を Korotokov桧にて

湖定し。心拍数と収織期血庄の積から".笥町erate 

product (bpm. mmHg. 10-')をl分割Eに求めた E， 



負荷iI院の安"時3分間の PVC敏!:.. Ex 負荷~の

PVCよりおの舗の l分あたりの平均 PVC敏を京め。

E' "の PVCI!r:が安僻時の PVCf(に比A 増加する

れLo~の，，，'"分鋼で増思した時h負荷にて

PVCbt官房，号されたとした

ω) Holter DCG : Holter DCGはCM.およびCc，
n噂を A判。niCS社製“5Srec。刈~にて記録後 MM

Quet胞を土製SωO-T巴て解新した PVC 1;1; Lownの

分類の他矢永6・3の分績に従HPVCを昼型.夜型.

混合型に分げた B常生活にお砂る心強歎の震動を網

ぺるたの Kostisら位指じω昼間の時間帯 OZ:0ゆ~

18 ∞)と夜間の間間帯〈ωω~ωω}巳分妙。各

時剖帯で記録されたa医大心拍数...小心勉散や 1略拠

毎の・犬。畳小心鎗散の各時凋帯の平淘を求め心循散

の変動時富栂としてこれらの差.求めた

PVC ..，叫."
《田富山

間 叩 凶峰山"

".別
問'"耐町内酬

舗 制

¥¥ 

• • 
畑 • m， トレッドミルテストにおける PVCの震化

(~川n企50)
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， .... 
(l}AR鉱脈.E， 負荷紙駿にS也砂る PVCの湾現性

異なった検査日における各AR鼠厳による PVC変化

(.:IPVc. bpm)の細胞係敏1.1r=O的(n=21，p<O句)

と有窓な正相関が..められた また E，負荷による

PVC変化の相闘を問機に異なヲた倹釜aで関べると

r=O.55 (n=IO， p<O凶"有意な疋相関が.. められ

た さらに E，負荷猷験に対する PVCの変動機或は

8/10例で閣じであった

ωAR鉱般におげる pvc.HRの変化 AR隊験に

より本対象例を分銅すると A緋"略(男子4例，女子

4例。平均隼働41.)と.9'例{男子6例I 女子2

飢平均年働47al応分げられた A'"例の内7例
が BH.HG. HV院取のいずれかで PVCの欝発され

た症例であり DR銀総で穆婦された症例はl例のみで

あヲた '"で各 AR鼠肢に対する HRの変動<d%

HR)を鋼べると BH.HG. DR低層貨に省いて A'手のd

%HRI;t BIfに比べ有意 (p<O.OSlに大容し.た

HV鼠肢において大である傾向が寵められた

(3) Ex猷般に省ける A"とB鮮の比鮫'"に示

すごと(E><負荷....による PVC変化を岡野闘で比

鮫すると A僻では 8例中 5例で E，負荷により PVC

は‘加を示したが...手ではS例中7例で負荷により

PVCは減少または消失し，商9閣でX'=4.21とE'
負担eにより PVCの相加する顔度は A"は有ll(p<

0.05)に大きかった。また図2に商"の E，負荷中の

PRP，遭劃，.容時咽を示す耐容時間に震は認め."

なかったが E，負荷各 stageにお砂る PRP院...に

比べA'障に結いて有鴛に高値であった

(4) Holter OCGにおげるA"と.1>のlt鮫 Holter 

-a 
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I!I: 3 Holt・， OCGによる心特徴の分析 'm.細 企5D)

DCGにお砂る商鮮聞のPVC重症...出現様式 HR

の変動を調べると PVC.a.度，幽現隊式には廊鮮側

で差""められなかったが，図3に示すごとく各 HR

の変働鎗8震ともその変鋤帽11At曜にわずかに大曾〈。

符に夜間帯の。民lel"Ved(max-min) HRはA鮮が

3防 5土7.5bμ"'mほm 全50)でめったのに対し B鮮

は25.5.:1::7.4であり前者において HRの"勧"有"

(p<O.05)に大であった

間 AR鼠験。 E，負荷献織にお砂る動脈血中 NEの

変動動脈血中 NE陪安静時に比ぺ HV，BH.峨で

繍加傾向が.DR院験で減少傾向がみとめられ.HG猷

蹴.Ex負荷鉱織で有窓の何回加が認められたがA群.B
"の商鮮聞で有窓の，!<ま..~られなかった

. ..，院
ー般に E，負荷猷般による PVC変動には再現性が

乏しいとされている 本症例鮮では PVC変動の実測

微には変動が認められるものの.AR肱験.Ex負荷蹴

肢に対する PVCの変動犠式にほ r=0.，59，r=0.55な

る比較的良好な寓現住が"められ.PV'変動峨式によ

り鋸例を PVC幽現勿度が淘加する"と減少する"の

2鮮に分砂ることがで怠た

ARI<舗によって PVCが限発された 8例中 7例に

おいて BH.HG， HVのいずれかの鋲験で PVCが隊

"されていた NEが BH.HG. HV各以織で増加持榎

向を示したことから。これらの鉱般に."る PVCの

幽現には交感神経の関与が示唆された しかし，かか

るPVCの幽現がむ組幽衆の変調島神経活動と関与する

が否かについては NEのover伺C刈 raleを測定するこ

とが必要であるη また AR鼠般に対する HR変動(4

%HR)はA"で大であり。岡野院自傭掬径反射鮒激

に対して反応がより過散であることが考えられる

PVCの幽現織式を削除， D田で調べると日常生

活にお砂る HRの変動，符にA鮮の夜間帯の ob震F

ved (max-min) HR 11 B併に比べ<0%大きかった

AR隙験により PVCのを奪発される症例ほ日常生活に

.いても自律神経刺械に対する反応が過敏である可能

性が考えられる.Ex負荷医実験または各組スト νスに

よってR再発される PVCの竃床的..を考える上でか

かる点を考aすると kは有用であると考えられる
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虚血性心疾患における運動負荷試験時

心室性期外収縮と長期予後との関照

佐厳功・ 松村尚哉・ 西島宏隆・ 安回漕ー・

1977年 UdaJl?"l:遺動負荷隊験問に出現する心室

性期外収線(ExPVC)が将来出現する cardiace刈 r誌
の予測団子となるとの線告をした。しかし対象におい

て虚血色ι幌患が多〈含まれる点。また欧米におげる

虚血性心疾患の発生寧が高い点を考慮すると本鰐に.

いては必ずしも当てはまるとは隈らない 以上より事

邦において ExPVCが将来出環する cardiaceventの

予測図子となるかどうか P'凶 pectiveな追跡調査によ

り検討した。

8 対象と方，.

対象1:19的年2.より当舗般でト νッドミんによ

る混動負荷鼠般を受けた連続した患者で。虚血性心疾

患(IHDl鮮'"例(年齢55ま10・R 宵国民主50 男

188例，女40例)と非11血性絢繍 (CPlI学325例{隼

働 52主12..男 216例。女1ω例}の合計邸3例であ

る 1HO 鮮の内IRは際目性心筋梗!M(OMJ) 91例と後

心症 (ANG)137例で， CPI障は胸績を主S憶に受惨し随

康的にa血性心療患が否定的色考えられた思者である

運動負荷S戒厳1:Treadmillを用い B=.法または

Bruce変接により自覚的最大運動を待った ExPVC 

の定穫としては.12R~・心電図上運動中もし〈は運動

後 5分以内に尚現ずるむ定性期外収継とした また2血

症 ExPVCの盟主畿としては 10圃以上/分多源往また

は連発を包めるものとした

追跡調査は 1983.li手2月より 1986隼 6月までに登録

された 553例に対して隼1園t 手紙あるいは電話にて

心援にかかわる event(む樹修E，非致死性心筋梗."に

ついて P'網 pecti切に調牽した

北・温犬糾医学帽欄網"内制

作 曲柑閉じ間印象酉7了巨)

2..r.llの出現掴債の決定はが→t絹..用いた

s 結果

1)追跡結果退陣矧聞は 36企11'月で 553例市

501例 (fol1ow-up箪 92%)が;a跡可能例であった

む臓にかかわる event総敏は"例 (5.3%)で，その

内訳は非致死性心筋梗着陸 II例"縄死凶例 {ω筋幌

毒死7例突然死S悦む不全死1例}であった

2) ExPVCの幽現事対象 553例中 123例(22.2%)

にExPVCを毘め。そのうち II例 (8.9%)は安飾樽

より PVC を..めた ExPVC の出現~I: !HDD. CP 
群でそれぞれ27.i%. 18.8 %で， IHD 併に結いて有

意に高率に毘めた (p<O.Q5)(図 1，) また重症 E，

PVCは CP鮮に比し 1HO群でやぬ多い傾向そ偲のた

(鴎 1b) 

3) ExPVCとcardiac肝'"'との関係 追跡可能だ

った印7例において e河川事は. ExPVCを髭めた野

が..めない幹に比しやや高い傾向にあったが有恵釜"

窃かヲた(図 20) 愈た.症 ExPVCの有するものの

創刊比率は。そうでないものに比し。高い傾向にあっ

た(留2ω 次に運動負荷鼠験時 ST脳性例 (n=174)

と5T隣後例 (n::z3331応分銅し ExPVCとcardiac

~加はとの関係を験閣すると， 5T陽性例でほ ExPVC

の有無でevent寧には霊法〈旨かったが5T律性例にお

いて E叉PVCを..める群で event箪が有憲に大であヲ

た{図，"，図 3b) 

S 宥鯵

一般にa医大運動負荷E実験を行うと傭常者で36-42

%.tl血性心嘆息では 50-60%に ExPVCが"められ

るといわれている別 芳褒a医大週動負荷量式敵ではそ

れぞれ約 7%.27%に包めるとの絡告がある心我々の
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圃

b F 

• 

丘丘三
z吋 ω

•• 
.' ~I ， il・

抑制

I._U剖

図， . 遭動負荷蹴.. 称。重閣外む圃 (E，昆
pyc)の出現園陸

b afii:，1)室性員同外収縮 <>0 冊以よI~
多濁栓I 連発)の出現別院

対.例では CPT.IHD群それぞれ 19%，27%で今ま

での線告とほぼ一致し ExPVCは健常者に比し虚血

性心霊安感で多〈幽視することがわかる

ExPVCが将来出現する cadiacev朗氏の予測因子と

なるかどうかは倹射する対象で異なる 健常者を対象

とした吻合はその予後的意穫は少な〈円虚血性心疾

患を多〈対象とした楊合はその窓援は大との綴告があ

る"我々の結果でExPVCの有無でcadiacevent 率

に宥愈の建を鶴めなかった理由として対象に健常者の

比率が大であったととが考えられる またExPVCを

毘めない鮮にも高齢者の比率が高<.陳l自性心筋梗書

の合併を 30%に箆めており，これらの冠危険因子の存

在がζの鮮の eveot率を高めたためと維測された

ST陰性例でE，広PVC有無で予後がAfJ:?1と理自主

しでは.ExPVCを胞の eventをき犬ごした 5.Jφ。3例

は心筋梗..の既往があり。残り 2例にも高血圧"尿

病の合併があったことが考えられた

S ftilli 
u虚血性心疾患鮮は非虚血栓胸痛鮮に比し運動負

荷時に心室性期外収錨を高率に留めた。

2J運動負荷時に出現するむ室性期外収納は..，.で

は予後を予測する因子とl孟ならなかった

""蜘a 

，、，

.'_l.'悶

• 
b .. I._t'/) 

"・U l1
1 

図 2. E~PVCの有緑色 event の出現寧

• 

b 

b E:握PVCの.uとtvcntの出現皐

'肱、

z 冒吋..刷削

pq.~ 

が-・5伺

《・_110山

""刷

図 2且 "畑町性例での ExPVCの有無と
軒町tの幽現司院

b ST陥盤例での ExPVCU)有無と

tvenlの出現.. 

s 文献

1) Udall， j，A.， et aL; Circulation， 56: 985， 1917. 

2) ElI回ad:Stress t箇 ting，3 rd ed. F.A. D削除 281，
l鱒6

3) Md旬、円 P.L.， et aJ.: Am. 1. Cardiol吋 37ω9

"" 4) FroeHcher， V.F.. et 叫んm.].Cardiol.， 34: 770， 

1914 
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運動負荷にて生じた心室頻拍の検討

温動負荷中川乙、重鍋鎗と園復郷心重鎮拍の比厳

小株智・ 山本真千子・ 飯沼宏之・ 加房和三・

運動甥発性心室鯛舗は，運動負荷ゆおよび~後に"

発される心宣銅悩{以下 VT)と考えられるが、その定

議，，.に直後をどこ愈でとるかについては檀固たるも

のはない また選動中に幽現した VTと負荷修了後に

生じた VTとを問ー観してもいいかという鰻聞もお

る そこで今国銭々は。ト νツドミル負荷猷験にて出

現した VT(三連倒以上}を運動負荷中 VT(以下

ExVT)と負荷絡7後 6分までに生じた回復期 VT

(以下 RVT) 負荷中 貧荷後爾方に出現したE><&

RVTの".に分け，比・度。検官すを行った

S 対象および方記長

対象は昭和 53年9月より 62写12月までに当畿に

鯵て範行した述べ"ヲ件以上のト νッドミル検筆中に

VH生じた 62例で。男so例女12例，年齢は

16-83.. ExVTは 31例.RVT 1119例。 Ex&RVT

は 12例であった負荷方法負荷時間，負何中止狸歯

は 定していない これら"陣巳つ.， '"健心祭忽

VTI医大遺~ft. .区出率 (EF)。心係ft(Cllなどの心

俊胞との働運 24時間心電図との対比および予後な

どにつき検附した

s鎗娘

。'"廻心疾患表 1のごと""血栓む侠息33例
(53 %)において。 RVTは7例中6例が隙間性心筋便

"だったのに対し.ExVTでは労作色後心盤および典

型狭心症が多かった 舷袈聖心筋定も 6例市4例が

RVTであ。た またその他の中には器提心疾思.'"

たない いわゆる縛発色 VTが含まれた

(..，也血管研究所'"斜

(.，. IC路東京・港区六本朱 7-3-(0)

② VTのa医大連発散 E><VTでは6連発以上が31
例市 2例 (6%)であるのに対し， Ex&RVTで隠 12
例中 5例 (42%J RVTでは 19例区t4例 (21%)と

ExVTの方が連発数が少ない傾向にあった"秒以上

持続のいわゆる制球ainedVTは RVTで 291J.ExVT

で1例であった

③心11能との関係 左宣遭修上の EFはE友VTが

64.6%， Ex& RVTが 55.6%， RVT 1144.8 %であ

った また。サーモダイリ具ーシ冨ンによる cn:Ex 

VT : 3.28， Ex & RVT: 3.2丸 RVT:3∞I/min/m' 

とExVTに比べ RVTIまいずれも低価を示した卑た

蓋礎ι必息を院国包玲筋優遇臨時例に銀って同憾の検

Eすをすると褒 2のような結果で EF，CJは ExVTで

君!II1 &.鏡.
ExVT I Ex & RVT I RVT 

IHD ~ 6 7 幻

7 5 

AP 19 1 
VA 3 o 。

DCM l 1 4 e 
日CM l 。 。i 

Valvular disea揖 l 1 。2 

A5D 1 1 3 

555 o 1 2 

その他 7 2 6 IS 

計 3l 12 " 62 
IHD: .CI血性心後'吋 OMI 随因性会筋梗5，AP 労

作性侠u唱l，V A : a!ll.ll.心症 DCM: t.i褒~心筋電

HCM:E大型心筋!ii::， ASD: u.lll<t>隅欠鍋霞 555 調

.. 胞不全<<.実際
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ft.。、u鍵例の比般

，"VT Ex &. RVT RVT 

.例候 7 s 6 

ゐ1・・@ @ 2 3 

VT連寛世 3-' 3-' 3-且昆踊InVT 

EF【覧} ‘4・ ~1 .5 調 2

CI (l/min/m'可 3.1 ... ..， 
負荷TIPDED 3 3 s 

TDED s 2 。
Holter ECG VT ED <%) 21日} 30凶) H80) 

同 Persisl削創出， TD同""納tdd，出 I

.. 3 2U.陣心・燭との比.. 

，"VT RVT 

N. E白骨哨聞 |円の猷田監 VTの帥午ド…闘 VT..大週揖敵 VT時閉阻

1 • -伺 ‘ t 

2 u 。
3 2.210 5 

‘ '" 
。

s 2 。
6 " 

。
7 

" 
。

• " 
。

' u " 
" • 。
u 。 。
" s 。
13 l' s 

2‘ 2U93 3 
‘ 

l' '" 
。

16 調 。
l' 5 。
l' 2.2倒 7 

“0，3.1. Ex&RVTで41.5，2.8， RVTで鋪.

2.1とやはり RVTで包橿を示した な13，OMI"で

の負荷タリウム所見では使萄を示す慣四stenldefec 

(P D)をE足VTではa群像ずつ毘めたのに討し RVT 

では会例。 PDのみであった さらに OMI"で"時

間む電図でVTを包めたものは ExVTで 33%に対

しEx&. RVTは1ω%.RVT 1180%主漏値であヲ

た

⑥ 2‘防関心電図との対比 ExVT.RVTとも 18
例でトレッド ミルとほぽ問符捌に"時閣心電図が縄

2 3l.911 g ‘ω 
3 L樹狗 4 ? 
4 " 3 2 

s 18.3田 ‘ " 6 1 。
7 lU個 " '" 
' 21，678 6 u3 

' 2，714 3 1 

10 3.l15 3 ? 

u 15.44' s 1 

" 2.716 。
13 12 。
1‘ m 3 l 

15 8.052 。
l・23，持2 • " l' 4関 8 

ーl' 1開 4 • 
行されたが。その包録でも VT，"のもの1#ExVTが

s例。 28%に対し RVT1;まM例 10%であヲた VT

の i周回It.VPCの 181t1t伝ど...3のように

RVTの方が多い傾向にあて2た。

⑧ 予後 E><VTが 2-71抱月{平均".1均月}

RVTが2-91t1F1(乎s]19.3カ月}の観療期間であ

るが。 VTiO朱と予想される失仰を"ζしたものが，

RVTで，"認められ，死亡備も RVTで3例(2例は

自宅で受俄爽~. 1例は詳細不明)留めた 2例It.ta湾
動脈寓変を持ち，いずれも心慢胞の思い復例のため，



VT以外の'堅固による死亡も否定でーない

， .. 娘IS.iVU
E><VT"道周負荷により生じたa血，カヂコールア

ミrの彰・.その他の観函により，調色.鎗中でも幽

現するのに"し RVTは.般から出現しやすい綾況で

るるが。"動負荷.~法網リズムが多いζ とによ 9 マス

タされ調リズムが減少して〈る回復刻に生じだすもの

と考えられる縛別な負荷のかから盆い状況下のM時

間心電図では ExVTの症例では余り VT，VPCは幽

現しないが， RVTは自省官行為中にもみられるため

VT， VPCが多かヲたものと解駅される では宵越し

心.健の硲い例でほ聞復刻に VT"よ〈みられるの

-1>. Vol.22 SUPPL.t (凶90) 39 

であろうか単純に還動中は欄リズふにマスタされる

ということのみでるれ払負荷ゆでもある 定以下の

心鎗微で VTの幽現しやすいゾーンが存在して也い

いはず舎のに痩々の..ではそのよう公司区突は0<.

aたそういヲた"..‘信い 負荷ゆと回復"の遣いに

注目すると.交@闘交S樽紐の優位の遣い岬吸状.

の遭いなどが考えられるが.<峨飽の思い症例では運

動負荷後にも負荷中と同じもし〈 はそれ以ょの何らか

の心負衝がかかラているのかもしれない 次に予後に

闘して.RVTの方が惑かヲたのは<.，拠能の愚い例..

a沼目路"眠術変が RVT鮮に多〈倉庫れていたた@で，

VTの也方の遭いが直惨予後を左右したとは考えられ

ない
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Holter心電図とトレッドミル運動負荷心霞図の関係

心室性期外収績を中心に

石鳳良明・

近松幼・

野村11-'
糧費辺佳彦・

志賀診夫・

水野康・

ホルダー心電図(以下 Holter)とト νッドミル運動

負荷猷厳〈以下TMT)ほ心倉健鯛外収縮{以下VPB)

の.. 症...会断において~須の検豪法と思われる しか

しこれまで両者の惨断能について比叡した報告肱少な

い今回裁々は昭和 62年に行ヲた Ho1terとTMTを

対象に VPBの重症....断能について比鮫検肘を行っ

た

5対象

対象A 昭和 62年に TMTt-行い {ω6例)， VPB 

を髭めた 112例のうち 1カ月以内に Holterを純行し

た"例奉礎疾""む筋復書館(以下 MIl28例...心症
〈以下AP)10例。その他30例で，男4s名女 23名

平均年舗は"士"Mであった

対象B 昭和 62与に Ho1terを行い 0，317例). 

Lown lVa以上の貧痘不盛脈が記録された'"例のう

ち1カ月以内に TMTを施行した 47純日。l附によ

るLown.密度ほ IVa29例 IVb 18例でVは毘めな

かった基礎疾患は MI14例， AP 12例t その他21例

で男指名，女"名，平勾隼働は 59企"蛾であった

s結果

1)対象Aについての検肘

TMTによる Lown.m:度と HolterによるLow，

.盆度の関係を袋 lに示す。 MIでは TMTによる

gradeの方が Holterによる gradeより商い症例が多

しその他で"逆に Holt町による，nd陪が商い定例

が多<， MIとその他の附に有""を毘めた ."に

TMT による VPB 出現様式と担。<~による1.0胴

. .悶字国保健樹金大学医学.肉 .. 

{守山間笹山一

の重症度の調係を示す連発鶴舞"で1:21例中 17例

がL心wmll!以下の比叡的経aな不藍脈で.LownlVa 

以よほ4例のみであった務3にTMTで遅鈍が厳舞

された鑑例の関係を示す連発がTMTで鶴発された

が Ho1terでは検幽きれなかった霊例は<5例。逆に逮

9唱が Holterで亀貸出されたが TMTでは続発きれなか

った鑑例妙幻例であった TMTでのみ連舞が官房9をさ

れた 15例中 10例は MIの...でその他に比べて多い

傾向を示した

復< LoQ分績の量.~による TMT と ..<闘の

比厳

1.0..量症度 n M< AP その他

TMT>Ho1ter 31 17 5 9 

TMT<Ho1ter ~ 9 s <5 

TMT=Holter I 8 2 。 6 

p<O.05 

喪 2 TMTによる VPB幽現梅式と 11・.lterのLo.，

軍盛慮の関係

n 0・UI I rv .-V 
連発聴提騨 21 <1 4 

不変別 <3 10 23 

連揖構~群 4 1 3 

p<O.Ol 



褒 S 温突の有鰻によるTMTtH剖It.~比偲

TMT Hol回| Ml AP その匙

，+1 " 1 • (ー) ， .， 23 7 s n 

(+) (+) I 5 I 2 0 3 

，.，翠持出現例， (-)連揖非出ー現ム開-F• 

"対象sについての検討

対象Aでf:'TMT中に VPSが幽現した症例のみ

を対象としたため日。lterで.，.不壁"が倹幽される

がTMTでほ VPSが出現しない症例が除外されてい

る ζのたの Holte.にて.，.不盤脈が検出きれた症

例を対..，して倹討を行ヲた決4にTMTピよる

VPBの出現健三えを示す負荷後に遷".，震発されたの

陪‘僚のみと非賀町広低撃であった ，た U例~1S例

はTMT負荷前後を週じてまヲ合<VPB が幽寝しな

かった

! "，. 
TMTほよる重症不盈B慢の..断箪ほこれ，での報告

と."・に今固め検討でも Holterによる..断，.に比

べ...ぃ鐘を示したしかし今回の続的では日。'"で

検幽きれない...不盤燥が TMTによ'"売される

症例1~， fl!lI) ?rt， その.. 礎疾患としてはa血絵心疾患

"に MI'多〈包めた この原因と しては.. 血性心疾

患の患者の・合。日常生活の適齢盆を自己規制してい

心蝿 vωnSUPPI..l (19向。 1 " 

表， BOのTMTによる V，"幽現

・"
安鈴鋳 負荷崎 n 

{ー} {令} • ，.， ，.， 

， .， ，-1 3 

【ー】 1-1 調

《刊連発出現 {団側抑幽... 

る可能性があり， TMTにより日常生活より強い負担町

がかかることが考えられた

! .. 借
り徳利 62 年に鑑行した 目。""と TMT~対象に

VPBの出現健気について比叡験討を行ラた

Z) Holter で重症不盤J!!.t.lf ~食幽される盤側の TMT

による.，.不護'慢の誘発・"狩需に低温巨でるヲた

3) TMTでは特に虚血性心nに結いて Holterで

検幽きれない."不登B慣が'"をされる可続性が示唆さ

れた。

S文m
1) Laurent. M司 eta1.: Arch.. Ma1. Coeur噌 15:6ぬ

l鎗2
"繊川政...ほか心臆， 18:271，19由
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鉱張型心筋症の心室性期外収織について

トレッドミル量動負荷院厳と 2401冊心電図との対比

川崎千明・ 奥保彦・ 北野$茶・ 機場邦武・

鉱間心筋症息者{以下D倒)の刊において"

心不全死とともに心室性不盤脈によると恩われる急死

が問題となる.今回舶は， DCM息者の心室性期外収

繍 ωA下VPB)について。岡ー患者にト νッドミル運

動負荷猷験(以下.TST)とホルタ -24時間心‘図

ωi下， DCG)の両方を施行しその出現問視を島敏す

るとともに各々の検牽における VPBの再現住を検討

した

S 対象と方主主

対象は昭和.，匁1月から 62年12JH:での 3隼聞

に当斜に入院した DCM患者中。 TSTが可能であっ

た。男性 12例女性2例，野"例。年齢""・t.....73般

{平均 46.6土 14.3 劃である(~1).DCMのE捕は，

a開虚，理学所見.よぴ心電図，心エコ 区L忽動脈進

修.含む心服カデーテル等の検釜所見より，二次性心

筋書館や虚血性心疾患が否定され左.'"袈納容量 150

ml以上.左宣艇幽率55%以下のものとした

方法としては，当事キ入院中急性心不全状鯵がな〈抗

不霊脈剤が投与されていない時期に.TSTとDCGの

両者を 18以内の間隔で籍行し.各々の倹嚢において

.. めた VPB{o Lo冊分類に畿づいて分銅した.なお

DCGょのLow，分実質I.II度については。"'/lrr以上
のVPBを包める時間格がある症例を11M.VPBが常

に3O/hr以下である盤例を 1"とした 底た。これら

の検査の2遇間以内に，心臓.テーテル繍査を籍行し，

左盤道修 RAO像より Kenedy法に基づ曾左箪'"隆晴

期答.，以下回，y).EDVI体表面積(回'VIlおよび
左室駆出事(以下 EF)を算出した

'.崎太字医学".，肉将

('" 851 長崎市康志町1を紛

s結果

1)症例の特徴

今回の対象 14例〈褒1)は， TSTが可能であるとい

う条件であることより，安図らによる心不全盆盤a分

鎮では金例四度以下の比般的隆盛の定例であった白

心不全歴は重症度分類 II度以上の症例では金例に隠

め， EDV 11平勾 220.2土51.1m/. EF i;I:量定度なもの

ほど0底値となる傾向に~り平均 31.5全 13 . 0 %であっ

た

o 1 ttt. 

祖鹿例 年齢・性 官 主語 C〈%TR} 官目
l ".男 3 + ~.5 294.1 

2 27.揖 3 + 51.1 2H.l 

3 "・男 2 + 00.6 抑 1

4 ~舞 2 + 時 1 221. 7 

s ~. ，・ 2 匂令 関 3 1日 4

6 ...男 2 司令 ωo  203.3 

7 ..・男 2 + 62.1 総3.'
8 m 男 2 + s“ l鴎 4

9 ..男 + 49.4 犯<.0

" "女 61.3 却，.，

n 35男 51.5 179.5 

" "・宜 42.4 248.4 

13 “'男 。 47.6 201.3 

" 36女 。 ..咽6 ..，咽4

平均
46.4 53.8 220.2 

宜14.3 :1:6.8 土51.1土

(長嶋大学.3内科昭和ω年1月~昭和"年"月}
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定例| 師連発 2Z
間 28.7 単単語濁現段栓 + N. 
m 17.7 + N. 

W 1.3 多班性 + N. 

3 負御前 5.0 多a性 m 
4 薗復期 ..， 単調車位 11 

園W~ 1.0 ..盤 11 

5 I m 0.1 ..週R明笹 1 
111 03 劇院色 I 

6 I 回復期 3.3 息単調車耐性性 11 
1.0 11 

1 I 回復刻 1.0 多温厚盤 + N. 
'.1 多週原色 + "， 

• I 。。 。

' 111 1.0 .源盤 11 

問 v 6.0 多源性 + N. 

H 固w朗 0.3 . 源盤

n I.In 3.0 多源鐙 m 

i3 1.1 .部笠 11 

" 図書期 0 .. .部色

陸}トνヲド 'k畳2園施行した也のについては 1回
の厩A置畳併記した，

"ト νッドミル負術 (TST)とむ室性期外収縮

(VPBl (褒"

要経 2 に TST 負荷刷。負荷中 @IIUI~iAじて. VPB 
が・も朔9をしたステ ジとその VPBM度。週売の有

無， VPBの忽源，およびこれらのLo..分績を尽し

た また症例1.4.5.6.1の5例では，問ー条件下で2

自の TSTを施行しその成a債を併記した 14例中 l'例
では温動負荷にて VPBが槽加し 負荷中怠たは回復

期に VPB散が.大となヲた また再現住を検討した

5例金例で，.，の・大 VPB歓は近似し.Lown分績

は致しており，良好な再現憶を"めた

TSTょのLo..分銅と。 EDVIおよび EFとを比鮫

すると{箇})Lown分.m，IV..の 6例はすべて

EDVI120ml以上， EF40%以下であ。たすとZわち。

τSTによって出現する VPBとDCMの・uの聞

に隠 EDV(とは正格闘闘しまた駆出率とは述相関する

傾向が認められた

3)泊。 t肝心篭園 (D田}と心室性m外収縮 (VPB)

(表3)

入院'"に緒行したD田で，Z<時間総 VPB敵 U

7.ω0 ・から O姻.で広〈分布していたまた VPBI!t
と心不全.盆度にほ一定の関係は寵められず， DCGよ

"撞V白1.22 SUPPL.l (19叩}

" 
m 

川| • g 

官官 '"11 。 。 。
l伺

。

'" 8 • ，. • • 0 

-0e 1 

日 別 附 同

ト ν ッ"ル置園自負荷風騨巳よ晶~問、分咽

ω 
aρ • • • 。 。

。

• 
初 11

a • a 

• " 肌 No れも

トヤマ ，，.直動画開凪蝿日よ，~持軍

図 1 トレッドミル量動負荷賦触による....舟婦と心

健艇との対比

の Lown分類についても。<不全重症度。2撃が2例と

".であヲた以外"，心不全量"'"とLo..分須の

聞に有"な関係は"められ仕かった ー方 VPB3遅
発以上の VTは6例に由晴したが，その内ホルターを

2回緒侍した 5例中4例には VTの再...包めたし

かし Lo..分須の寓現性に測しては，民Gを2団結

行した 8例中3例では殺せず，"，現役は良好なもの

とはいえ生かった

DCG上の LO..分嫡と EDVIJ:!よぴEFの対比で

も各症例は広〈分布し EDVI.EFに闘bらずLo.. 

分.IVa.IVbの...不盤脈:t'Bめている(鋼ZJ.す

なわち DCG上のLo..分銅と EDVl，j路よぴ EFの簡

にはー定の側係は留められず.EDVIが小さく EFが

保たれていて也出Gではι。m 分煩上霊..，.の高い

VPBa'寵めた

.)トνγ ドミル負荷 (TST)とHo陶r心.. 阻(以コG)
{園 31

TST， DCG各々のLow，分刻を比鮫すると.14例

中9例は DCG上のLo..分鎮の方がより霊症であっ

た
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Holtn :U縄県柏司固によ・"..，分舗と心咽脳障

との"比

ω 。ー。同

... 
聞

" 

関 z

z
i
-
-
i
 

住)Holter i" 2固範行したものについては.2園o威厳

."l!l，.fミ
・ 2園の Hoher6.l1.ow・9・がー思し.かヲた

症例。

I .青梅

トレヲドミル週勘負荷が可能な比・際的服銭な DCM
.省<対a院にホルター"時間仙電固とト νッドミル

遭動負荷院厳に".る心室性期外収舗の凶現状況につ

い比淑績"した

トνヲドミルで.OCMの...度の遂行白ヲ憲り

EFの低下1>EDVIのa医大している，.例ほど膚症なむ

賓性不霊燥が凶現する傾向が"められ，家?と良好な再

現性を認めた しかしホルターによるLo~・"'"

分銅と.OCM息者の EFや EDVIとの聞にはー定の

関係は認められず.その再現色についても，ト ν，ド

ミルに比ぺて乏しいと恩bれた ー方岡-ll例にお砂

る'νッドミル1::;1:...，ターによる VPBの.."でもゆ

ヨ，~タ司院の方が bνヲドミルより b. .Iiな心主性期

外収舗の..幽に関しては優れていると考えられた

以上今回の倹射では， トレッ ドミル沼周防負荷鼠駿が

可能である・iU!OCM.e.者が対.で~るため OCM 全

体の"M<脅しているとは恩われないが， 今後 OCM

1 

1 

o 
o 

J3 

" 

3 阻. ... 
山 fl"..."岨 u ・凶輔

陣。Itn:Ulf，ゆかむ・圃I:ldLo..n分矧とトレッ

ドま凡遺動負荷隊"によるLo..n~舗との比厳

の予後あるい服銚不援尿剤の効..判定を般討するさい

には， これらのことを者息する".が~ると患われた

• 
図s

息とめ

トνッドミル運動負荷S噛では。同Mの重症

S 
l 



II(雇幽寧低下回V(I'大}の進行にともなも'.Lown 

分調障の...な VPBが..現ずる傾向にあり，その再現

性は良好であラた

2. Holter 24鱒関心・E園に.げるLowo分煩と

DCMの・皇度との聞にー定の関係1;l:l!iI')られず，再

現住も乏しか勺た

3 トνヲド ミルに比し， Holte~心‘箇の方が，
国 M患者の."心貧笹本撞脈の続出には優れてH

た

， "献
II安図舟ー うつ血性ω不全内斜学{よ箇策Jl.震

内Jl1i郎・11，pp.l91-201，朝倉.庖，東京.1987 

2) Report of tIIe WHO/tSFC ta5k force on tt理

心鼠 Vol.Z2 SUPPL.I (附拘， .. 

definition .r凶 cla$Uieationof cardiomyooath 
ies. Br. Heart J.，“672. 19駒

" 得蝿盤心筋看護 Iduc岡山j(:ear<!iomy。側出，.断

の手引厚生省鱒定疾患柿発性心街盤賓室研究...

昭和臼年度研究tlHte，1980 
・'"図得ー旗本三歳，エ康俊彦木村写縛舞

性u崎信に鈴妙る遭劃負荷の循環動.. 厚生省締

定疾患特発性心筋症調査研究夜。昭和"年度研究

.... ・， 1978 

""図得ー...本三脅歳。'"問調， .I.IR_.三神

大世特発性心""に鯵砂る"動負荷の検肘ーー

トνッドミル負荷による倹附厚生省縛定IU特

需包む筋症関釜続突" 昭潤53隼11'野史・・.. ・白

"'. 
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続テーマ

肥大型心筋症にみられる不整脈の臨床的意義

遺動負荷館"と Holter心電図との対比

立川宰治'.f 商山僧-". 中西成元・ 関 原・ 山口洋・・

肥大沼心筋症患者の突然死において..健司「盤脈が

そのリスクプアクターとして重要な役割を集たしてお

り， Holter心電悶によ'}asymptomat犯なE匝不鐙脈

がかなり見られることが従来より量ねて強調されてい

る しかしながら provocationの目的で運動負荷を与

えてもそうした重盆不盤脈に遭遇することは経験よ希

に調書ぜられる 今白由々防湿動負荷時にみられる不盤

..が他の運動時のパラメ タ とどのような倒係がb
るのか，また道陣動負荷と長時間1>0.図記録との周で不

楚鎌."..はどう照応しているのかを明らかにするた

め肥大盤心筋症息者に運動負荷隙殴.Holter心.. 留を

.. 行その結果を被'守した

8対.および方透

対象は当倹にて foJlowllg中の肥大型心筋症息者の

うち，運動負荷隊蛾，Holte.む電図の両者を緒侍した

51例である金例U田および心臓カテ テル検査を

施行繍盈分銅を行った.む尖悦肥大型 (AHCM)は

23例。 MII型 (HOCM)は21侠L非開露軍 (HNCM)
1;1; 17D司であるが。三野聞のa字削分布に陪有窓釜はな

い F01l0WllpJ;ll/WIl11年から 12年，平崎'.9土2.9年
である その聞いわゆる突然死'"例もないが 2例

の非心底究を飽めている

遁動負荷はト νクドミルにでB=.らのプロトコ

ールに従い syrnptomlimitedに行いω温動終了後もむ

.図奮化，血圧，脈納得が安静聞のνペルヘ困復する

傘でそれぞれを記録した.む"色調路外$噛婚生をカウ

...湖陵循環.毎月』醐

内 1筋肺鞘町 ノ門 2-2-21
・天窓大写医学s祖..内榊

{亨'" 東京・S文期区本郷 2-1-1)
f聴聞...1信帽循環a相続

ントしたの".冬7後 10分までとした ST燭位は1点
より 0."秒の STレペルをとり，安鯵崎との差をd

STとし..1ST孟 1~ を示したものを ST 低下と
定めた 卑た血圧反応不良肱エンドポイントにおいて

安鯵時血圧をζえぬか もし〈は低下したものと定援

した不盤脈の重量度分績は.C。、w，分a闘を改変し.1 

時間"'Ji僧来櫛1;1;gTade 0 1:した.また多量菌性とさ

れたものも cOllpling timeが同ーである bのは

monofocalとみなした Holter記録は，睡眠時，費留

時にわ妙心室性閣外収織の.'"度野価を回みたが，睡

眠時の決定には患者自身の記録に加え HRトνンド

の安定化を確隠して行った (0.s時聞を単位}

s結果

(J)病理と温動耐容純，週動中の心重住期外収篇発生

との関係(褒J)

不鍵腺による連動終7はl'略もな<.エンドポイン

トは.ほとんどが下肢疲勿であり，次に息切れ.HOCM 
の憾の症例で陶磁匡温風胸痛をみた三病盟の聞

で...働時間を比厳してみると.HOCMは7.8:t1.8
分と AHCM，HNCMの間警に比し有憲に短かった

"大心伺敏に三僻聞の"はないが エンドポイントに

おける血亙舗は，三S浮いずれの間にも有意な釜を臨め

た このように還動耐容能，血行動鰻"術型による差

老健めるhごもかかわらず，連動負荷依5夜中の心室性m
外収値の発生頒度は三群『園町で有窓益を毘めなかった

ω血E反潟.ST低下，運鋤耐容能と還動~吻心室
性期外叙館発生kの関係

運動中に心室性期外収舗の也現を見た群と見ぬ"と

飢唱で血圧反応不良例がどの程度見られるかを見ると，

AHCMにおいては 2例も血圧低下はなし HNCMで
陪血圧反応不良の出現率に有怠差陪"めなかった
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表 1 ~nelM ・tr_t.，・Ilngdata of 51 patltn句 ..IthHClぽ
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。一間付問 }円切り町一}開叫聞 》

"， 恥冒凶 ‘・7 澗・阿 聞.剛・"
AHCM 山HNCM 

図 3 Dv.伽・g醐 Z欄"H叩 patlenta..lth and 
山刷げvc加 lngtxer曲

P1法-
d$T"-1 

A剛 珂剛 日 制

'"・"加山t岡山
."御山側剛

1m. 2 Ptev・，..伺 ofgrealer 4ST in HCM patlent. 
同 thand叫蜘utPVC d~ri ng exerd伺

HOCMにMいても.血圧反応不良はs例と多〈見ら

れた也のの 岡細長に有窓遣をを...むなかヲた(m!1l 今

ーつの予後権現因子といわれている ST低下について

は。三綱霊いずれもωニ鮮聞で有霊登を毘めなかった

(1m 2) 岡織に温動拷げ却についても 三綱型とも二務

聞に有憲差を"めなかった〈図31
{ω 運動負荷鼠験と Holt肝心篭留における不益脈

の比較{図"

心室性期外収舗を温勘負荷中とS尾崎明記録とで比敏

すると 遷動負荷中は AHCMl例 HNCM1 S時の

ccu~加以外盆震度の高L叫..~億期外収簡はまヲた〈

惚めず。 Holter記録に対し好対絡を呈した これは三

綱，.に共遇して"められた

ω睡眠覚直リズふと心室性新外収鏑舞金{圏 51

種'眠時。究臨時の'"ω を対にしてみると。分布と

しては車線ょにならんでいる 瞳眼，覚趨にかかわら



100を..えることがなし畿大負荷t 中間負荷。""三

つの activityνペルがあり，その命で心室銭期外収鎗

の発生鋼11がそれぞれに異なる盆例があるのではと恩

われた。睡眠時。覚障時の比較。心室性期外収総出現

の白内変動についてはLow羽らを初のとして幾つか

の縄eが..仇・眠中に観11..鑑皮とも減少すると

いうものが多い

肥大聖心筋盤では運動防ζ関係した・5壱が少な〈信い

といわれ，その原因として不整燥が忽Z注されている

多くの線告で Holter心電闘による不盤脈幽寝$はい

ずれの不盤線も運動負荷に よ る~現司障を上回ヲてお

り その繍幽車において運動負荷"限界を有するとい

われている こつの倹査方法の生息学的な窓味は舗な

るものとも考えられ.臨床的にいかなる釜..窓味が

あるかは号1$..倹射を要する....である。

白.，.，加川 ormulm¥lm rrld・ofPVC erlllblt 
ω ln ...1旬開制 and.t~p 剛“ In GI 
patlenll則 thIICM 
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".。
3) Savage， 0.0， et al.: Ci出 ulation，59鈍6，1979. 

4) Frank， Mふ etal.: Am. J. CardioJ.， ~: 1醐
1，.. 

5) Mulrow， ].P，噌 etal.: Am. J. Card・d怜 58:615. 
1鍵訓6

6) Lo柄、。 B.，et al.: Circulati。民国 691，1913 
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叩剖 御刷"，開削 b，町制・叩

同 u..愉創.，.tlent・叫thHCM 

， ，・議
選鵬負荷中は 2例に結いて couJ)letPVCを..めた

以外，重症度の高い心"性賜外収旭"まった〈認め1'.

Holter心‘図肥後中に多彩な."'"の不型車脈がみら

れるのに対し，はるかに彪度のものにとど.?た こ

れは三綱型に共遣して露。られた ζのことは R，飢

らが旬刊畑ryheart d田-において岡織の比施政樹帽す

を行った館果巳傾似している しかし.期外収縮錫生

事と ST低下や HR.血圧反応・との関係が.. められ

ないという点で彼らの鰻告と"..なり HCMにおげ

る予後継定の鍵しさを物Eっている.

運動負荷による心盆性期外取傭舞金と Holter心電

図tの第卿を解取する隊みは鎗つかなされている 今

回の貌々の盤側でも睡眠中位.f:i:不盤燥を見た盆例が

多<10じられたため，割眠時。3位置時にわ"'"外収舗

の怠程度野舗を鉱み，その結果と還鋤負荷での grade

とを比淑してみたが，それらには有定の差を箆めなか

った分布としτ協同-grade.dl・b多いが，岨銭時

盆盤l!!.覚盛時.盆..ともほぼ等し〈分布し，結果と

して。何等かの傾向を見出すことはできなかった 運

動負荷時の悠分心錦絵"鰻少のものでむ 120*'11えて

いるのに符し HoJter記録中lま覚噂時でb隠とんど

ず河..，置のiTadeにとど.っていたものが震も多い

が岨眠時...型."・時怠...，も陪ぽ・し〈分布し

ていた

:: 
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心室性不整脈における運動負荷試験

洞周期連結剣瞬間係による議効阿面

JI側首功次・

元永ー郎・

毛利太ー・

函辺隼弘・

近年ホルターむ.. 図などのME機慢の過歩により

不量..治療に対する関uが高怠っている しかしべJ室

性不盤脈巳対する賓削選択の指針としては来だ鴻立さ

れたものはない

s 目的

多段帰還動負荷B戒厳中に心室性期外収縮〈以下

vpc，が出現する患者にa齢、て洞周捌連信湖関係か

らvpcに対する綴効骨閣を検討した

S 対象および方洛

対象者1;1:37例で男性 21例，女位i6例，平問年齢は

‘""'うち"質約心療eは9例で残りは特発注む室性

不盤脈でるる

ただし還動負荷開始直後より V陀の捕失する例省

よぴむ虜細動例"除外した

フ守護は..動負荷舷検により洞鴎"を:∞罰百.:-400

m雌定以上短周させ。同一波形の VPCにおいて先行R

R間隔と蕩結期との関係を司'"た(図J)

な泊先行 R-R間隔.よぴ遷鑓期低安"時...動中，

運勘中止後，般低Sか所以上で測定した

図 2Aのように先行 R-R欄臓が短縮しても.VPC 

連結."，哨ほ ほぽ定で変化.示きなり例と図 28
のように先行 R-R1¥1¥闘が盟繍するはつれ，逓鎗期寄咽

が変化する例".. められたため。満周期の密化に伴っ

て遮鎗期時聞がl∞m鍵C以上変化した例を Noo円

fi:<ed type (以下 NTl，100m縦割C来測しか変化しなか

ヲた例を Fi:<edtype (以下 F群)とし，この 21.につ

いて検討した

久留米大写医学..，肉隣

，.・~ 久留米市組町eη

を多本俊一・

"図浩司・

S 結果

野図武彦・

戸嶋俗徳・

(1l Non-fucω""を示した 19例の相関係散の分

布

i6例合図2Bのごと<.iEの格闘を示したが. 3例

は負の相測を示した 正縄開を示すものと負の相関を

示すものとで vPCの健生後，."民なる可能性があ

り白今司法正絹凋.示すi6例のみを N鮮として検討

した

凶器質的心筏患の割合

N'写ではi6例中 6例 (38%l， F幹では 18例中 3
例【17%lとN鮮において..質的心疾患例がやや多

〈みられたが買勝聞広釜は認めなかった またそれ

ぞれの"'.!別分実質でも有憲還は飽め伝かった

間違勘負荷略の VPC変化との関係

温動中のむ袖数の幡加につれて vPCの噌加する治

加盟。 vPCの減少する減少箆および不変型の 31'に分

淘， )旬~

円
l外4

運局則

温動.何猷般で洞周鰍.. 岬 -400m挺 C以よ溜縮

.宅金心室性鯛外収縄の先行R-R岡田町k連筒闘の閣

僚を攻めた
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l静有鋤耳障

p<O.・6
[ 

Nn ft 
(.:10) (.:1ω 

"開脚

".似
[ 

NIf FII' 
(n:!tl {n:1lI 

-・・E有働側
亡-コ...町

図‘ ncに対する V'Ulrhan-wnUam.分婦の 1.nCf; 

の'"不畳... 械の有鋤.. 

げて検'守した N"においては，いずれに結いても盤

を'"めなかったが" "では嶋加型が少4与し不夜型が

多い傾向がみらtもた

(.(症例

N"の 1例の倹灘耐の"時間ホルタ一心‘図{函

3)では 二段旅ニ遵発を多数毘めたが Vaughan

W川，=.分鎮の11'軍(Pblockerl役寮後ほ二週多をそ

飽めず 1自VPC，"現政も 2.202から 351へと 75%以

上の減少を'"めた

(5) VPCに，守する Vaughan-Williatl'l$分績のI.1I

鮮の"''''整脈術の有効率

筑不筆.. 剣役与前後で2同時間ホルター心電罰ょの

18 VPCttftが 50%以上減少した渇舎を宥効と見

なした ".膏効例は F鮮でお%.NTでぬ%と F

"で多〈露められた 11縛有効1911:N"で 75%と多

〈包められ。一方，"では 9%で11勝無効例が多〈飽

められた(悶心

S考様

Winkle"や伊東ら幻は"嶋崎ホルター心，.図法を

~属 Vol.22 SUPPU (1990) 51 

mぃ， VPCとむ拍数の関係から VPCの発生観序の検

討.行っているが，今回段々が行った遮動負担町奴肢を

用い先行R-R聞繍と VPC運繍矧関係から V陀の

健生観序や VPCに対する業効S平価を後附した..告は

少な凶

今回，先行R-R/ul慣と VPC連結期関係から ほぼ

2つの異なるタイプが毘められ，開"聞で VPCの発

生観浮が異なることが示唆された。 N'障のゆに"，先

行 R-R間隔の短編に伴い運鰯時間も鑑局する例が多

'"られ，このこと，，.錨'"ら"が実験的巳示唆して

いる所見とー致すること，また Vaughan-W川，=.分

績の11静"'''鮭脈苅"有効である例が多〈みられるこ

とから.その，宅生..'"として triggeredactjvit~ や異
官官自動能充巡の可舵径が示唆された一方， FI障にみら

れる VPC発生後停としてばr開町の可能性が示唆

された

s鎗窟

11先行 R-RM聞の鑓繍に伴い選結期も短焔する醇

(N 勝}と先行 R-R問腐の包鎗にもかかわらず連絡闘

が国定性である幹【F稗}に大き〈分績で.た

2)N 鮮には11醇有効例が多〈認められ，一方， '"  

には口鉾無効例が多か。た

3)以上よりN"とF"はむ禽性期外収..の鋳隼

の徴序が異なる可飽位。g考えられた

s文献

Il Winkle. R.A.: The re!atio曲 ipbetween v伺

IricuJar伎町 beatfreque問 andheart rate. 

αrculation. 66; 439. 19町

2)伊東鍵失，ほか 24~I\II同，，.図法.用い。 triggerd

actLvLtrによると思われるむ宣性期外収繍を同定

する恨み心鳳， 19: n7， 1987 

3) Rose札 M.R吋 FiSl:h.C. and Hoffman， RF.: Can 

accela剛山畑山arjunctional 叩 m

，hy甘tmSbe explained by 倒的唱曲目&場。(，

rization? Am. 1. Cardiol.， 45: 1272， 1980 
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一般演掴

降庄剤効果判定における運動負荷試験の意義

象武彦・ 武者春樹・ 本舗史江・

榊原雅畿・ 三宅良". 村山正博・ 須階ニ銅・

高血圧症E患者の血圧コントロールには，日償金活動

作におWる血庇変動を考慮記入れた粛剤組釈が必更で

ある そこで技々陪，運動負荷時の血座反応という慨

点より。降座剣の差"を検討し.特に日常生活肉での

血匡コントロールが重要である大献掠錨患者に応用を

猷みた

s対象と方法

対'Ut虚血栓心疾患息者55人，高血犀症息者邸入，

大動燃錨患者2人であった各症例に BrucePToto. 
c比 symptom-limited法によるト νヲドミル還動負

荷鼠届院を行い。安静時。各stage終了時，およびe吋
pointの血Eを欄定した役与療剣によ，.虚血性心疾

血血者は蜜硝酸剣鉾"人.c，摘抗剤"15人 β遮断

剣勝13人，三剣併用騨 13人に，また高血窪症患者は

繍俊叢癖20人.c.繍抗剤'''10人.P遮断剤"15人，
ニ剤併用務 10人に分銅し倹射した ..... ，明ctive
曲凶d，であり 旗鋼の選択は主治医の判断にょうた

s 結果

1)虚血性心疾患縁者におげる1漏刻役与前後の翠動

負荷嗣僻"1の血匡反応の比較では，亙硝酸剣騨では，

安静喝の陽'"効果"比般鈎大きいが，強い運動負荷時

に肱小さ〈なるのに対し.c.錨筑網野ではほぼー定。

β遮断剤欝では安鯵時"沈.質的、きいが，運Ib負荷強

度の槽大とともに大き〈なる傾向にあった 三剣併用

"では...も陽亙効果が大きし安静持。運動負荷時

ともその効果が保たれていた{図。

21高血圧症恩者では，無役業a手でstage1程度の低

レベルの運動負荷により急激な血圧上昇を示し。以後

ヨマリアンナ医駒大司書第2肉騎
【干'"川崎市管制融制叫

は負荷強Zの増大とともに緩徐なよ界を示した -方

役擁鮮で".念a院な血圧上昇は抑制きれていたが，各

薬剤測で明らかな費興は認めなかった(闘 21
旬以上の鯖果を考慮し，大動脈術患者に応用.賦み

た

C，現 1: 13.男性..軍部大動脈拘置入髭ゅの安静時

収縮期血亙は 120mmHg以下に保たれていたが週

動負荷時に 178/舗までよ昇したため，β遮断痢単鎗投

与を行った 運動負荷強度の増大に伴って，降a効果

が犬舎〈なる傾向を"めたが，不十分であり，他剤の

追加綾与が必要と思われた{隠3)

C冶鎗 2: 58.女性，解.性大動脈網(DeBakey四

型) 当初は鰹い運動負荷 pTolocolにより。血圧反応

を確認し佐がら降庄剣の追加餐与を行ったが， β建断

蕪).C.錆筑剰を含む多剤併用により。初めて血圧ヨン

トロールが可能となった(函"

s考鎗

心仕事量の指楓である PRPへの事剣効果は ω納

鍬および血圧のそれぞれの独立したものであり，心鏑

般に闘する倹肘は多いが，血圧反応への鮮姻な般討陣

少ないゆ噌今回の続々の検肘では各業剣の血豆反応

への彫曹憾異なり，特にβ遮断剤の降箆効果".安併

時1;1-，わさく運動時は大暑い傾向にあった また高血Jf

盆無役鶏併にお砂る血医反応の特徴lホ低レベルの運

動負荷で愈着陸な血亙上昇を示すことであり，これは役

篇により銅剣された 以上を考慮のよ，大動脈網患者

への応周を鉱みたが， β遊園男剤単整役与では降Jf効果

ほ不十分でa.ry;多剤併用が.. 喫であった

以上より。侮圧倒の選択には，運動負荷時の降医効

果を考慮する.. !慢があり，特に急搬な血圧上昇を選砂，

運動時にも安定した降匡紛果を得る必要のある大動脈

膚患者に"いては.β建断剣を舎をr多剣併用が必要と
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4) Shapiro. A.P.: Circulation. 26 : 242， 1962 
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s 文猷

))棺沢ー縛Lほか鰻新医学， 3-i: 27市3.1979 
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一般演題

本態性高血圧患者におげる

運動負荷時血圧反応と交感神経活性の関随

荻野和秀・ 衣川徹・

高見倣・ 異 訓l鈍ー・

交感神峰系 (SNS)は運動時に心血管系を衛仰する

重要な因子で，選動防にノルエビネフリシ (NE)が増

加することが知られている しかし，本趨性高血圧患

者の交感神尼活性信制5A)と遺働時昇圧反応との関

連性について検討した縛告は少な〈刊経時的に巡目臨

時，還動後去でSNSAを検討した鰻告はない今回，

本観性高血圧息者におりる運動負荷時の SNSAと血

庄個別反庖との関週について，正常血医者との聞に

差異があるか杏かについて検討した

s対象と方滋

対a船主.WHO分類 1.，また陪II綱の末治療の本剛

性高血圧症(HTIf) 16例{男性9名，女性7名。平地

年齢 48.9.)t HT群と平勾年齢に有賀慰霊を認めな

い正官官血a(NTt字)16例{男性9名，女性74島平均

53.0.)とした

金例にトレッドミル還a抱負荷鉱厳(修正 Bruce法的

をマルケット社桜 CASE況を周いて行い， BPは日本

コ リン社製 STBP68。で測定した End point 11. 

息切れ，下肢箆労等の自覚症状。収縮期血匡 (SBP)

2釦 mmHg以上および年働別.大予測心拍数のS5%

とした 右前腕骨暗黒留置針より安静臥也，負荷中は各

3分毎の.".の終了直前と負荷終了時，負荷後は運

動中止 1分後および5分後に採血を行い。 SNSAの

指標として血祭NE温度を HPLCで測定した図M
mean::l: S.E.で示した

5結"

HRはHT鮮とNT鮮とも運動により増加し，商Z手

島取大学医学醐 1畑

作曲朱子市西町制

都回総之・

小竹"'，

護郎雅史・

J"脅裕人・

間に安静時，負荷時。負荷後のいずれの段階において

も有憲穫を陽めなかった

5BPについては安静時，負荷初期に抱いては HT

mで有窓に高値を示したが，負荷が進むにつれて商務

間に有憲差はな〈なり，遭動終了時および運動俊では，

HT 野が NT鮮に比し胃ぴ高値を示した(図 IAl
安静臥偵の 5BPを"唱として，負荷時。負荷後のそ

れぞれの値との費を.dSBPとした.dSBP11.安静立

位において HT"が高値を示したが，負荷時.A荷後

とも両."，に有窓差を寵めなかった{図 1B) 

NEについて安附時...負荷中では商齢聞に有'"差

を認めず1 選動9分。."崎中止符およびS駆動絡了後1

分で.HT鮮が NTI揮に沈し高舗を示した (~2 A) 

安傍臥位の NEを基調隣とした NEの変化$(.dNE

%)は 負荷時泊よぴ負荷後に継いて HTI浮で高値を

示し.負荷が進むにつれて差が広がり。運動9分，運

動中止時。温動後 1分において HT'障が有窓に高憶を

示した{図， B) 
.dSBPと.dNE%11対数関係式において NT'平およ

びHT鮮の商鯵とも有窓な絡閣を示し NT鮮の，;

0.'別.dSBP=14.0+73.81og(.dNE %))に比し.HT 

"で 11r=0.59(.dSBP=8.4+93.81og(.d NE %))と
有窓に強い相個を示した{函3l

5 まとめ

今回の結果より。 Hτ"とNT'障の群間比鮫でほ遺

動による 5BPは官官に HTI撃で高健を示したが。運動

に対する 5BPの嶋加皮は有窓"を膨めず，むしろ運

動を観付るに従って HT鮮で低下する傾向が飽めら

れた また NEil:lI:は安静時および運動初期}志向静岡

で有意差を毘めなかったが運動9分.，自動中止符お

よび週動後 1分に HT"で有窓に高値を示し， NEの
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""寧bHTIfに結いて有患に高かった dSBP 1:: d 
NE%の姻測も HTTで有志に強かった このことよ

り.HTnでは NT併に比し運動時に SNSAが;til・
し， NEに対する"a反応は.負荷が強〈なるにつ仇て

HT"に結いて低下する可能性が示唆された

温-血圧反応図 E

5 支隊

1) Kle凧 A.Aι，etal.: 1. Am. Cω1. Cardiol 

381. 198~ 

"50<ぬ・u.， 1.， et &1.: Jon. Circ. J.. 43 : 161. 1979 

s 



第 26固 循環器負荷研究会

時昭和田年2月6日日

会 場エーザイ本社 5階ホール

-一般演鏑

1) '*'餓性高血庄症におげる運動負荷獄験に対する血鍍ANP，
循環動鱈

北盛大学

2)降座剣効身長判定におげる運動負術誌験の意義

軍マリアンナ医斜大学

NEの反応と

清水完悦，ほか l 

宗 武彦， ほか 6 

3)本飯性高血圧患者における運動負荷時血度反応と交感神経活性の関連

.)虚血性心疾患におbずる運動負荷時の QTの変化

5) トレ γ ドミル運動負荷による心筋血血領媛の推定

司 T・isointegralmapを用いてー

6)毘測者の運動療法における運動プログラムの推移

鳥取大学

東京大学

山形大学

愛知県栂含保健センター

7) ランダム運動負荷テストによる虚血性心疾患の惨断

九州大学

8)心不全患者の有酸衆的定常運動にお砂る ACE匝警剤の効果

荻野和秀，ほか 8 

大械雅也，ぽか 10 

を公井幹之， ほか 12 

太沼.域. ほか 14 

陶山晶子， ほか 17 

，.般労災病院 続谷治四郎，ほか 20 

9)運動時自覚症状の半定a量的評価法

-Borg指数じ呼気分続.血中乳駿僅からの倹肘ー

国立循軍梅痢セ yター 上崎健治， ほか 23 

10)虚血性也、疾患患者の運動負荷による左心後能および心電図経符的変化

-b略衛星左心後能連続監視縫目置による評価ー

日本大学 今井裏門， ほか 26 

ll)加 aerobicthr民加Id検出上の問題点

富山医剥到医科大学 鷹野井英次， I毒か 28 

.統一テーマ

不盤脈と置動負荷匝験

11不整脈症例におIjる自律神経反射院験と運動負荷賦厳

防復医綱大学校 高瀕凡平， I事か 32 

2)虚血性心疾患におげる運動負荷眠験時心室性期外収縮と長期予後との関係

北海;t大学

3)運動負荷にて生じた心室頻拍の検討

伺間選動負荷中心室傾倒と回復期心重鎮拍の比叡ー

.. 肱血管磁究勝

4) Holter心電図とトレッドミル運動負荷心電図の関係

心室性蜘外収舗を中心にー

際留学園保健衛生大学

白書tl長聖心筋症の心室性期外収縮について

ートレッドミル運動負荷依厳と 24時間心電図との対比

6)肥大型心筋症にみられる不董脈の臨床的意畿

運動負荷依験と Holter心電図との対比ー

7)心室性不整脈にお砂る運動負荷院厳

一澗周期連絡期関係による護効解価ー

" .. 大学

奥の門""巴

久留米大学

健康 功，ほか 35 

JJ'** 智.ほか 37 

石黒良明，ほか 40 

川嶋千明，ほか 42 

立川幸治，ほか 46 

重量増功次，ほか 49 


